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発
注
者
と
受
注
者
が

「
共
存
共
栄
」の
関
係
を

つ
く
る
た
め
に
は

宇都宮の魅力を発信する、
新しい時代の
インバウンドの現状

ベストウイズクラブ
第40回優良商工会議所
「栃木県連視察」を開催

50万人都市松山市
「おもてなし」日本一

8

20

観光客数、外国人宿泊者数はコロナ禍前の水準まで回復

50万人都市①

特 集 1 宇都宮市のインバウンド2
価
格
転
嫁
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言

特
集
2

6
積
極
的
に
歩
み
寄
り
、適
正
な
取
引
価
格
の
協
議
を

○優良従業員表彰
○ふれあい共済パンフレット
○ふれあい共済バスツアー
○健康診断A・Bコース
○健康診断Cコース
○クラウド会計・導入活用セミナー
○小規模企業共済のすすめ
○経営分析セミナー
○宇都宮商工会議所会員企業と市内大学就職担当者との情報交換会
○制度改正等の課題解決環境整備事業
○人手不足時代の採用活動・育成定着セミナー
○３機関合同無料経営相談会

17 うつのみやのルーツを探る
16 藤富郷のクラウドな話

23 ナンプレで脳トレ

8 メンバーズパーク
インフォメーション10

○社長！ それではお金は残りません！
　（Penta box）
○省エネ補助金＆省エネ診断説明会のご案内
　（（一社）環境共創イニシアチブ）
○宮ハロ2025協賛企業募集
　（宮ハロ実行委員会）
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栃木県内商工会議所の取り組み事例を発表

四国地方で最大の都市

ベストウイズクラブ栃木県連視察特 集 4



特集1  宇都宮市のインバウンド
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国
が
推
進
す
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
は
、
一
般
的
に
は
「
外
国
人

観
光
客
に
よ
る
訪
日
旅
行
」
の
こ
と
を
示
す
言

葉
で
す
。
国
は
以
前
か
ら
観
光
政
策
に
力
を
入

れ
、「
観
光
立
国
」
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
令
和
２
年
か
ら
本
格
化
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
旅
行
な

ど
の
移
動
が
著
し
く
制
限
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
観
光
需
要
は
大
き
く
落
ち
込
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
と
と
も
に
国
内
外

の
観
光
も
急
速
に
回
復
し
ま
し
た
。
国
は
令
和

４
年
に
海
外
の
68
カ
国
の
個
人
旅
行
の
ビ
ザ
免

除
を
再
開
し
、
入
国
制
限
を
解
除
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
契
機
に
海
外
か
ら
の
観
光
客
が
大
き
く

増
加
し
、
現
在
で
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
水
準
を
超

え
る
ほ
ど
に
海
外
か
ら
の
観
光
客
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

次
に
、
栃
木
県
や
宇
都
宮
市
の
現
況
を
見
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
栃
木
県
で
は
観
光
客
入
込
数
に
関

す
る
調
査
を
毎
年
行
って
い
ま
す
（
図
１
）。
こ
の

調
査
か
ら
、
観
光
全
体
の
動
向
を
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

図
１
に
よ
れ
ば
、
栃
木
県
全
体
で
日
本
人
を
含

め
た
観
光
客
入
込
数
は
昨
年
（
令
和
６
年
）
に

は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
令
和
元
年
と
比
較
し
て
、
ほ
ぼ

同
程
度
に
ま
で
回
復
し
て
い
ま
す
。
ま
た
宇
都
宮

市
の
場
合
は
、
令
和
元
年
よ
り
も
多
く
、
調
査

開
始
以
降
過
去
最
高
と
な
って
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

栃
木
県
内
の
外
国
人
宿
泊
者
数
も

図
１
同
様
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
激
減

と
そ
の
後
の
増
加
の
様
子
を
はっ
き

り
と
確
認
で
き
る
推
移
と
な
っ
て

お
り
、
令
和
６
年
に
つ
い
て
は
コ
ロ

ナ
禍
以
前
の
水
準
を
越
え
る
ま
で
増
加
し
て
い
ま

す
（
図
２
）。
宇
都
宮
市
は
、
昨
年
は
一
昨
年
と

比
較
し
て
少
し
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
が
、
全
体
と

し
て
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
同
調
査
に
よ
れ
ば
、
国
別
・
地
域
別

内
訳
で
は
台
湾
、
中
国
、
米
国
、
韓
国
、
タ
イ
の

順
と
い
う
結
果
が
出
て
お
り
、
主
に
東
ア
ジ
ア
の

観
光
客
が
主
体
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

国
は
、
令
和
12
年
（
２
０
３
０
）
ま
で
に
、
訪

日
外
国
人
旅
行
者
数
６
０
０
０
万
人
、
消
費
額

15
兆
円
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
た
め

の
施
策
と
し
て
各
観
光
地
の
魅
力
向
上
や
、
受
け

入
れ
環
境
の
整
備
（
多
言
語
対
応
、
キ
ャッ
シ
ュレ

ス
決
済
、
観
光
案
内
所
の
機
能
強
化
な
ど
）、
日

本
の
魅
力
の
海
外
発
信
な
ど
を
掲
げ
、
観
光
産
業

全
体
の
振
興
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
観
光
消
費
額
の
状
況
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

　

栃
木
県
が
発
表
し
て
い
る
「
栃
木
県
観
光
消

費
額
」
を
見
る
と
、
令
和
５
年
の
外
国
人
の
栃
木

県
観
光
消
費
額
が
２
５
７
億
円
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
前
で
あ
る
令
和
元
年
の
１
２
５
億
円
を
大
き

く
上
回
って
い
ま
す
（
図
3
）。

　

こ
の
よ
う
に
外
国
人
旅
行
者
の
宿
泊
数
、
観

光
消
費
額
が
と
も
に
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
水
準
を
越

え
る
ま
で
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は

国
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
や
円
安
、
日
本
文

化
への
関
心
の
高
ま
り
が
あ
り
、
今
後
も
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
の
高
ま
り
は
大
き
な
ト
ピ
ッ
ク
に
な

る
で
し
ょ
う
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

積
極
的
に
取
り
組
む

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
宇
都
宮
市
で
は
行
政

や
団
体
、
事
業
者
な
ど
が
、
積
極
的
に
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
推
進
に
向
け
た
取
組
を
展
開
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、（
一
社
）
宇
都
宮
観
光
コ
ンベン
シ
ョン

協
会
と
宇
都
宮
市
が
中
心
と
な
って
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
客
戦
略
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
略
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
市
と
協
会

だ
け
で
な
く
、
協
同
組
合
宇
都
宮
餃
子
会
や
宇

都
宮
ホ
テ
ル
旅
館
協
同
組
合
な
ど
、
す
で
に
多
く

の
実
績
や
知
見
を
積
み
上
げ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
者
団
体
を
は
じ
め
、
民
間
事
業
者
も
参
加
。

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
形
式
も
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
よ
り
実
効
性
の
高
い
戦
略
に
な
る
よ
う
、
力

が
注
が
れ
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
市
で
は
以
前
か
ら
観
光
振
興
プ
ラ
ン
を

策
定
し
「
ア
ジ
ア
を
中
心
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
展

開
す
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
に
策
定
さ
れ
た
「
第
３
次
宇
都
宮

市
観
光
振
興
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、
宇
都
宮
市
公

式
サ
イ
ト
で
は
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
開
業
な
ど
、
本
市
の

観
光
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
く

こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
変
化
に
柔
軟
か
つ
迅
速

に
対
応
し
な
が
ら
、
戦
略
的
に
新
た
な
観
光
施
策

を
展
開
で
き
る
よ
う
」
に
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
同
プ
ラ
ン
で
は
「
多
様
な
魅
力
が
調
和
し
、

国
内
外
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
行
き
交
い
、
潤
い

宇
都
宮
の
魅
力
を
発
信
す
る
、

新
し
い
時
代
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
現
状

特集1　

宇都宮市の
インバウンド

観
光
客
数
、外
国
人
宿
泊
者
数
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
回
復

　
い
ま
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
。最
近
で
は
、首
都
圏
や
メ
ジ
ャ
ー
な
観
光
地
だ
け

で
は
な
く
、地
方
都
市
や
比
較
的
小
さ
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
も
、外
国
人
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。今
回
は
宇
都
宮
市
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。



特集1  宇都宮市のインバウンド

（１）車両・所有設備の案内放送・サイン
（２）交通事業者のサービス案内チラシ等印刷物
（３）その他、外国人観光客受入整備に有効と認められるもの

（１）外国人観光客向けのマップ・買物情報・宿泊情報・飲食情報
　  などの観光情報を掲載したパンフレット・ホームページ等
（２）その他、外国人観光客受入整備に有効と認められるもの

（１）施設内の案内サイン・案内板
（２）施設内および周辺マップ・パンフレット・メニュー等印刷物
（３）施設情報を提供するホームページ
（４）その他外国人観光客受入整備に有効と認められるもの

補助対象経費の1/2の額（千円未満切り捨て）

※ひとつの補助事業者に対して当該年度につき１回を限度とする

※詳細は宇都宮市ホームページから「宇都宮市外国人観光客受入体制整備事業補助
　金」を参照してください。

宇都宮市外国人観光客
受入体制整備事業補助金の概要

対象者

対象事業

補助内容

次のいずれかの条件を満たす企業または民間団体
（１）宿泊施設、飲食店、土産品販売店，観光施設を営む本市内に施

設または店舗を有する者
（２）バス、タクシー事業者で本市内に施設および事務所または事業

所を有する者
（３）上記（１）、（２）の事業者等と連携して、外国人観光客向けの各

種案内情報や観光情報を発信する者

補
助
対
象

宿泊施設、飲食店、観光施設、商業施設

交通事業者

上記の事業者等と連携する企業・団体等

補助額 限度額 ： 15万円

表１ 

◎企業内での会議や研修、セミナーなど
M eeting （会議・研修）

◎企業が従業員や代理店などの表彰や研修のために行う旅行
I ncentive Travel （報奨・研修旅行）

◎学会や産業団体、政府などが開催する大規模な会議
C onvention Conference （国際会議）

◎国際見本市、展示会、博覧会、スポーツイベントなど
E xhibition （展示会・イベント）
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を
も
た
ら
す
観
光
交
流
未
来
都
市
う
つ
の
み
や
」

を
目
指
す
べ
き
観
光
都
市
像
と
し
て
お
り
、
こ
れ

は
ま
さ
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
考
え
方
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　

同
プ
ラ
ン
は
ま
た
、
宇
都
宮
市
に
は
餃
子
や

ジ
ャ
ズ
、カ
ク
テ
ル
、日
本
遺
産
「
大
谷
石
文
化
」、

自
転
車
の
ま
ち
づ
く
り
、
サ
ッ
カ
ー
や
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
な
ど
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
と
いっ
た
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
資
源
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
最
大
限
に
活

用
す
る
こ
と
で
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
地
域
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
観
光
政
策
を
進

め
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　

推
進
に
あ
た
っ
て
は
、「
市
や
関
係
団
体
、
観

光
事
業
者
等
が
オ
ー
ル
宇
都
宮
で
、
宇
都
宮
で
し

か
味
わ
え
な
い
魅
力
や
体
験
、
心
の
こ
も
っ
た
お

も
て
な
し
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
交
流
人
口
の
拡

大
を
は
か
り
、
ひ
い
て
は
再
来
訪
や
移
住
定
住
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
各
種
施
策

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」（
宇
都
宮
市
公
式

サ
イ
ト
）
と
し
て
い
ま
す
。

国
際
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
の

重
要
性

　

ま
た
、
宇
都
宮
市
で
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
へ
の
取
組
も

重
要
視
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
左
記
の
よ
う
な
集
客
や
交
流
が

見
込
ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベン
ト
の
総
称
で
、
開
催

地
へ
の
経
済
効
果
や
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の
創
出
、
都

市
の
競
争
力
向
上
な
ど
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

市
や
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョン
協
会
で
は
、
手
始
め

に
国
際
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
通
じ
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
に

取
り
組
む
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
を
蓄
積
し
、

そ
の
後
、
外
国
人
の
団
体
客
や
個
人
客
の
誘
客
な

ど
に
向
け
た
今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

旅
行
博
や

L
A
ド
ジ
ャ
ー
ス
球
場
で
の
P
R

　

宇
都
宮
市
や
宇
都
宮
観
光
コ
ン
ベン
シ
ョン
協
会

は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
ほ
か
、
海
外
で
も
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
ま
す
。
宇
都
宮
市
は
栃
木
県
と

連
携
し
て
、
台
湾
で
開
催
さ
れ
る
「
2
0
2
5

台
北
国
際
旅
行
博
（
I
T
F
2
0
2
5
）」
に
参

加
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
は
毎
年
11
月
に
開
催
さ

れ
る
、 

台
湾
最
大
の
旅
行
に
関
す
る
博
覧
会
で
、

観
光
業
界
関
係
者
や 

一
般
来
場
者
が
集
ま
り
ま

す
。
世
界
各
国
の
観
光
地
や
旅
行
商
品
が
紹
介

さ
れ
、
文
化
交
流
や
観
光
促
進
が
行
わ
れ
る
一
大

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
自
治
体
ブ
ー
ス
に
出
展
し
、
宇

都
宮
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
図
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
宇
都
宮
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョン
協
会
は
７
月

２
日
か
ら
、
米
大
リ
ー
グ
球
団
・
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
本

拠
地
で
あ
る
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
「
ド
ジ
ャ
ー
ス
タ
ジ

ア
ム
」
内
に
あ
る
た
こ
焼
き
店
舗
の
店
頭
モ
ニ
タ
ー

で
、
宇
都
宮
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
動
画
を
放
映
し
て
い

ま
す
。
こ
の
モ
ニ
タ
ー
を
活
用
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
は
、

国
内
の
自
治
体
で
は
初
の
取
組
と
し
て
注
目
さ
れ

て
お
り
、
宇
都
宮
市
の
良
さ
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
第
一
歩
と
な
って
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
の
中
か
ら
得
ら
れ

た
経
験
・
知
見
を
、
今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
生
か

し
て
い
く
方
針
で
す
。

事
業
者
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
集
客
に

繋
げ
る
た
め
に
は

　

こ
う
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
観
光
需
要
の
高

ま
り
に
は
、
事
業
者
も
熱
い
視
線
を
送
り
ま
す
。

現
状
、
宇
都
宮
市
内
で
は
全
国
的
に
圧
倒
的
な

知
名
度
を
誇
る
餃
子
の
ほ
か
、
大
谷
や
若
竹
の

杜
・
若
山
農
場
に
人
気
が
集
ま
って
い
ま
す
。
こ

う
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
高
ま
り
を
集
客
に

繋
げ
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

宇
都
宮
市
の
担
当
職
員
は
「
日
本
へ
の
旅
行

の
経
験
を
積
ん
だ
海
外
旅
行
者
は
、
東
京
や
京

都
、
大
阪
な
ど
の
『
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
』
と
言

わ
れ
る
有
名
な
観
光
地
か
ら
、
も
っ
と
生
活
文

化
に
密
着
し
た
観
光
を
求
め
て
地
方
都
市
に
向

か
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
旅
行
者

は
日
本
な
ら
で
は
の
経
験
を
重
要
視
す
る
た
め
、

商
店
街
や
お
祭
り
な
ど
少
し
意
外
と
も
思
え
る

風
景
や
イ
ベン
ト
が
、
外
国
人
旅
行
者
に
人
気
の

ス
ポ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

意
味
で
、
地
域
の
魅
力
を
見
つ
め
直
し
、
外
国

人
観
光
客
の
集
客
に
つ
な
が
る
ス
ポ
ッ
ト
を
開
拓
し

た
り
、
よ
り
広
く
発
信
し
た
り
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

事
業
者
が
効
果
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
集
客
を
図

る
た
め
に
は
、
事
業
戦
略
の
策
定
が
不
可
欠
で
す
。

ま
ず
は
積
極
的
な
情
報
収
集
に
よ
り
、
外
国
人

観
光
客
の
趣
味
嗜
好
や
動
向
な
ど
市
場
分
析
を

図
り
、
自
社
が
提
供
で
き
る
日
本
な
ら
で
は
、
地

域
な
ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス
と
は
何
か
、
自
社
が
提

供
で
き
る
価
値
を
分
析
し
ま
す
。
そ
の
上
で
タ
ー

ゲ
ッ
ト
設
定
や
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
磨
き
上
げ
な
ど

段
階
を
踏
ん
で
戦
略
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

同
時
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
集
客
の
た
め
に
、
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
両
面
の
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
も
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
ハ
ー
ド
面
で
は
看
板
や
ホ
ー
ムペ
ー

ジ
に
お
け
る
多
言
語
対
応
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
広

報
、
キ
ャッ
シ
ュレ
ス
決
済
への
対
応
、
ソ
フ
ト
面
で

は
ス
タ
ッフ
の
語
学
力
向
上
や
お
も
て
な
し
意
識
の

醸
成
、
宗
教
や
文
化
習
慣
へ
の
配
慮
と
いっ
た
取

り
組
み
が
重
要
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

外
国
人
観
光
客
受
入
体
制

整
備
事
業
補
助
金

　

宇
都
宮
市
に
は
、
事
業
者
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受

入
体
制
を
整
備
す
る
た
め
に
活
用
で
き
る
「
宇

都
宮
市
外
国
人
観
光
客
受
入
体
制
整
備
事
業
補

助
金
」
が
あ
り
ま
す
（
表
1
）。

　

外
国
人
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
施
設
な
ど
で
、

多
言
語
表
記
に
よ
る
看
板
や
印
刷
物
、ホ
ー
ムペ
ー

ジ
な
ど
の
作
成
お
よ
び
設
置
な
ど
を
行
う
た
め
の

費
用
の
一
部
を
補
助
し
、
宇
都
宮
市
を
訪
れ
る

外
国
人
観
光
客
が
不
自
由
な
く
宿
泊
や
買
い
物

な
ど
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
利
便
性
の
向
上
を
図

り
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
結
び
付
け
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
内
容
の
例
と
し
て
は
、
多
言
語
メ
ニュ
ー
を

作
成
す
る
事
業
者
に
対
す
る
一
部
補
助
が
あ
り

ま
す
。
案
内
看
板
や
メ
ニュ
ー
、パ
ン
フ
レッ
ト
な
ど
、

幅
広
く
対
象
と
し
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
多

言
語
表
記
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
集
客
の
環
境
整
備
の
た
め
に
ぜ
ひ

活
用
く
だ
さ
い
。

　　

宇
都
宮
市
や
宇
都
宮
観
光
コ
ン
ベン
シ
ョン
協
会

の
活
動
を
中
心
に
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
政
策
に
つい
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
追
い
風
に
、
今
後
ま
す

ま
す
宇
都
宮
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
は
さ
ら
な

る
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
高
ま
り
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
外
国

人
観
光
客
の
動
向
を
分
析
し
、
自
社
の
強
み
を
生

か
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
って
い
く
こ
と
が
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
集
客
の
第
一
歩
と
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

〈
取
材
協
力
〉

宇
都
宮
市
魅
力
創
造
部

観
光
M
I
C
E
推
進
課

（
一
社
）宇
都
宮
観
光
コ
ンベン
シ
ョン
協
会

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
大
谷
石
文
化
。中
で
も
人
気
が
高
い
大
谷
資
料
館
　

（
写
真
提
供
）（
一
社
）宇
都
宮
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

見
事
な
竹
林
の
景
観
も
名
高
い
「
若
竹
の
杜
　
若
山
農
場
」。
筍
狩
り
体
験

な
ど
も
人
気
　（
写
真
提
供
）（
一
社
）宇
都
宮
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会宇都宮市外国人観光客

受入体制整備事業補助金



価格転嫁の
実施状況
（直近３年間）
について 

価格転嫁の促進に向けた国や県の支援情報等
実施した  37%

まだ実施していないが検討中 12%

価格転嫁を考えていない 11%

一部実施した  40%

８割弱の事業者が

価格転嫁を実施している
（一部実施を含む）

図1

表2

労務費上昇分の
価格転嫁
について

図2できている  28%

できていない  72%

国
の
価
格
交
渉・転
嫁
の
支
援
ツ
ー
ル

調
査

取
組
事
例

支
援
機
関

「パートナーシップ構築宣言」ポータルサイト （内閣府・中小企業庁）

適正取引講習会 （中小企業庁）

労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針 （内閣官房/公正取引委員会）

中小企業・小規模事業者の価格交渉ハンドブック （中小企業庁）

（公財）全国中小企業振興機関協会  下請かけこみ寺

栃木県よろず支援機関 （価格転嫁サポート窓口）

栃木県価格転嫁好事例集 （栃木県）

フォローアップ調査 （中小企業庁）

全国の中小企業を対象とした価格転嫁に関する調査結果を掲載

価格転嫁や価格交渉に成功した栃木県内企業の取組事例集

価格交渉に関する専門家の支援を受けられる

取引上のトラブル解決に向けて、専門の相談員が助言

価格交渉のツールやポイントを、わかりやすくまとめている

特に労務費の転嫁に係る価格交渉について、発注者および受注者それぞれが採るべき行動／求められる行動がまとめられている

下請法の知識や価格交渉のノウハウなどを学ぶことができる

パートナーシップ構築宣言に関する情報を集約したポータルサイト。登録企業や活用事例を掲載

●事業コストの上昇分の価格転嫁の必要性について、価格
交渉の場で明示的に協議することなく、従来どおりに取引
価格を据え置くこと

●事業コストの上昇分について、取引の相手方が取引価格
の引上げを求めたにもかかわらず、価格転嫁をしない理由
を書面、電子メール等で取引の相手方に回答することな
く、従来どおりに取引価格を据え置くこと

●協議することなく長年価格を据え置くことや、スポット取引
とはいえないにもかかわらずスポット取引であることを理由
に協議することなく価格を据え置くこと

優越的地位の濫用になり得る事例表1

7 August  2025 6

進
ま
な
い
労
務
費
の
価
格
転
嫁

　

近
年
、円
安
に
よ
る
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、

労
務
費
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
コ
ス
ト
が
上
昇

し
て
い
ま
す
。
中
で
も
労
務
費
の
上
昇
は
、
人
手

不
足
や
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
背
景
と
し
て
特

に
目
立
っ
て
い
ま
す
。
当
所
で
実
施
し
た
地
域
実

態
調
査
に
よ
る
と
、
直
近
３
年
間
に
お
い
て
、
9
割

を
超
え
る
事
業
者
が
何
ら
か
の
形
で
賃
金
引
上
げ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
直
近
３
年
間
で
価
格
転
嫁
を
実
施
し

た
事
業
者
は
８
割
弱
に
及
ん
で
お
り
（
一
部
実
施

を
含
む
）、
価
格
転
嫁
の
動
き
は
活
発
化
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
（
図
１
）。
た
だ
し
、
労
務
費

上
昇
分
を
価
格
転
嫁
で
き
て
い
る
事
業
所
に
限
れ

ば
、
回
答
事
業
者
う
ち
３
割
弱
に
と
ど
ま
り
、
中

小
規
模
の
事
業
者
で
は
さ
ら
に
少
な
く
な
り
ま
す

（
図
２
）。
こ
の
こ
と
か
ら
労
務
費
の
価
格
転
嫁
は
、

原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
に
比
べ
て
価
格

転
嫁
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

今
後
、
企
業
が
持
続
的
な
成
長
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
こ
の
上
昇
す
る
労
務
費
を
適
切
に
価
格
転

嫁
す
る
と
と
も
に
、
利
益
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、一
般
的
に
発
注
者
の
方
が
受
注

者
よ
り
も
価
格
交
渉
力
が
強
く
、
ま
た
受
注
者
は

コ
ス
ト
の
中
で
も
労
務
費
に
つい
て
は
価
格
転
嫁
の
根

拠
が
提
示
し
に
く
く
、
価
格
転
嫁
に
結
び
付
け
ら
れ

て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
発
注
者

と
受
注
者
の
双
方
が
歩
み
寄
り
、
適
正
な
取
引
価
格

を
協
議
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
定

期
的
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
通
じ
て
、
日
ご
ろ
か
ら

共
存
共
栄
の
関
係
性
を
築
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

優
越
的
地
位
の
濫
用
に
要
注
意

　

発
注
者
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
価
格
交
渉
に
お
い

て
「
優
越
的
地
位
の
濫
用
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
優
越
的
地
位
の
濫
用
」
と
は
、
取
引
上
の
地
位

が
優
越
し
て
い
る
事
業
者
が
、
取
引
の
相
手
方
に
対

し
、
そ
の
地
位
を
利
用
す
る
形
で
、
正
常
な
商
慣

習
に
照
ら
し
て
不
当
な
不
利
益
を
与
え
る
こ
と
で
す
。

「
優
越
的
地
位
の
濫
用
」
を
行
え
ば
、
独
占
禁
止

法
や
下
請
法
に
抵
触
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
違
反

し
た
場
合
に
は
、
公
正
取
引
委
員
会
か
ら
当
該
行

為
の
差
止
め
や
必
要
な
措
置
を
取
る
よ
う
に
命
ず
る

排
除
措
置
命
令
、
課
徴
金
の
支
払
い
命
令
を
受
け

る
な
ど
、
社
会
的
な
信
用
の
損
失
に
繋
が
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

優
越
的
地
位
の
濫
用
に
な
り
得
る
事
例
を
「
表

１
」
に
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
発
注
者

側
も
受
注
者
の
立
場
を
尊
重
し
、
共
存
共
栄
の
関

係
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
の
取
り
組
み
の
一つ
が
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

構
築
宣
言
」
で
す
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
の
推
進

　
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
と
は
、
発
注

者
側
の
企
業
の
代
表
者
が
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
の
付
加
価
値
向
上
、
大
企
業
と
中
小
企
業
の
共

存
共
栄
を
目
指
し
て
宣
言
す
る
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
①
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
共

存
共
栄
と
新
た
な
連
携
と
②
下
請
企
業
と
の
望
ま

し
い
取
引
慣
行
（「
振
興
基
準
」）
の
遵
守
を
宣
言

す
る
こ
と
で
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
「
成

長
と
分
配
の
好
循
環
」
を
目
指
し
ま
す
。

※
令
和
７
年
６
月
の
時
点
で
は
、
約
７
万
社
が
宣

言
し
て
い
ま
す
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
を
実
施
す
る
メ
リ
ッ

ト
は
、
主
に
３
つ
あ
り
ま
す
。

　

第
一
に
、
下
請
け
企
業
と
信
頼
関
係
を
築
き
、
先

述
し
た
よ
う
な
持
続
的
な
成
長
に
向
け
た
関
係
性
を

構
築
す
る
足
掛
か
り
に
で
き
ま
す
。
取
引
先
側
と
し

て
も
、
宣
言
内
容
や
経
営
方
針
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
価
格
交
渉
の
材
料
と
し
て
活
用
が

で
き
ま
す
。

　

第
二
に
、
宣
言
し
た
企
業
の
公
式
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

に
掲
載
・
公
表
さ
れ
る
た
め
、
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
繋
が
り
ま
す
。
ロ
ゴマ
ー
ク
が
利
用
可
能
に
な
る

た
め
、名
刺
な
ど
に
ロ
ゴ
を
載
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

第
三
に
、
一
部
の
補
助
金
の
加
点
措
置
が
受
け
ら

れ
る
等
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
を
し
た
企
業

の
優
良
な
取
組
事
例
に
つい
て
は
、

「『
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣

言
』
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

受
注
者
へ
の
価
格
転
嫁
・

価
格
交
渉
支
援

　

発
注
者
と
受
注
者
が
共
存
共
栄
の
関
係
を
築
く

こ
と
が
理
想
で
す
が
、
実
際
に
は
立
場
の
弱
い
受
注

者
側
は
な
か
な
か
価
格
交
渉
を
言
い
出
し
に
く
い
状

況
に
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
そ
う
いっ
た
場
合
は
、

外
部
の
支
援
機
関
を
活
用
し
、
積
極
的
に
情
報
収

集
を
図
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。「
表
２
」
に
価

格
転
嫁
に
関
す
る
支
援
ツ
ー
ル
や
支
援
機
関
を
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

当
所
で
も
事
業
者
への
価
格
転
嫁
・
価
格
交
渉
支

援
を
積
極
的
に
行
って
お
り
、
経
営
指
導
員
や
窓
口

専
門
家
（
中
小
企
業
診
断
士
）
に
よ
る
窓
口
相
談

や
専
門
家
派
遣
な
ど
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

要
請
に
応
じ
て
、
経
営
・
財
務
分
析
や
適
性
価
格
の

設
定
、
価
格
交
渉
等
に
関
し
て
相
談
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
取
引
上
や
価
格
交
渉
に
お
け
る
悩

み
な
ど
、
ま
ず
は
当
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
で
は
、
令
和
3
年
9
月
か
ら
、
毎
年
3
月
と

9
月
に
価
格
交
渉
促
進
月
間
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

令
和
7
年
9
月
分
の
終
了
後
に
、
中
小
企
業
の
皆

さ
ま
を
対
象
に
、
価
格
交
渉
・
価
格
転
嫁
の
実
施

状
況
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
中
小
企

業
庁
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
左
記
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
回
答
が
価
格
転
嫁
の
実
現
に
向

け
た
大
き
な
一
歩
に
な
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ア
ン
ケ
ー

ト
への
回
答
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　会社の収益確保、そして従業員の雇用維持のために、取引
価格を適正に見直すことは有効な手段の一つです。今後、持
続可能な成長を実現するためには、大企業と中小企業、発注
者と受注者が共存共栄の関係を構築することが必要不可欠で
す。今回は、発注者と受注者が持続可能な関係性を築くために
必要な取り組みについてそれぞれの立場で紹介します。

積
極
的
に
歩
み
寄
り
、
適
正
な
取
引
価
格
の
協
議
を

問合せ

経営支援部
☎０２８-６３７-３１３１

発
注
者
と
受
注
者
が

「
共
存
共
栄
」の

関
係
を
つ
く
る
た
め
に
は

特
集

2
価
格
転
嫁
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言

価格交渉促進月間の実施と
フォローアップ調査結果

『パートナーシップ
構築宣言』

ポータルサイト

特集2  価格転嫁とパートナーシップ構築宣言



全国おもてなしギフト
産直
逸品

宇都宮商工会議所  青年部
ビジネス研修委員会委員長  福富　芳彦

（宇都宮木材㈱ 常務取締役）

宇都宮商工会議所  女性部
副会長  松本　和子

（両毛印刷㈱ 専務取締役）

宇都宮商工会議所   青年部
公式サイト https://www.u-yeg.jp

宇都宮商工会議所   女性部
公式サイト https://www.u-cci.or.jp/business/joseibu/

th40
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エムズカラー㈱
〒320-0074 栃木県宇都宮市細谷町681-5

☎028-612-1001
https://www.mscolor-paint.com

　

外
壁
塗
装
で
ご
自
宅
の
印
象
を
一
新
し

て
み
ま
せ
ん
か
？　

外
壁
塗
装
に
は
住

宅
の
美
観
を
整
え
る
と
と
も
に
、
雨
風
等

に
よ
る
劣
化
を
修
繕
し
、
寿
命
を
延
ば
す

効
果
が
あ
り
ま
す
。当
社
は
圧
倒
的
な
技

術
力
を
基
に
、
お
客
さ
ま
の
希
望
に
合
わ

せ
た
提
案
を
全
力
で
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

一
般
住
宅
の
外
壁
塗
装
の
塗
り
替
え
工

事
は
足
場
込
み
で
50
万
円（
税
込
）
か
ら

承
り
ま
す
。
他
に
も
汚
れ
に
強
く
光
沢
保

持
に
優
れ
た
シ
リ
コ
ン
塗
料
施
工
や
、
防

水
や
気
密
性
を
維
持
す
る
シ
ー
リ
ン
グ

加
工
、ベ
ラ
ン
ダ
防
水
、外
壁
補
修
と
い
っ

た
オ
プ
シ
ョ
ン
も
可
能
で
す
の
で
、
ま
ず

は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

エ
ム
ズ
カ
ラ
ー
㈱
は
、
宇
都
宮
市
で
住

宅
や
店
舗
な
ど
の
塗
り
替
え
塗
装
工
事

を
主
に
施
工
し
て
い
ま
す
。
建
物
も
20
年

近
く
経
つ
と
経
年
劣
化
で
傷
ん
で
き
て

し
ま
い
ま
す
。
雨
漏
り
の
原
因
に
も
な
り

ま
す
の
で
お
早
め
の
施
工
を
お
勧
め
し

て
い
ま
す
。

　

新
築
時
の
よ
う
な
仕
上
が
り
を
目
指

し
て
、
味
わ
い
の
あ
る
個
性
的
な
面
も
だ

し
つ
つ
、
違
和
感
の
な
い
仕
上
が
り
で
施

工
し
ま
す
。

エムズカラー㈱

情報求ム！WEB版会員情報局　
熱意を持ってご紹介できる自社商品・サービスの情報をお寄せください！
新規・独自性のあるものは本誌でご紹介します！
詳細は右記の公式サイトからご覧ください。
https://www.ucci-support.com 公式サイト

６月ビジネス研修例会を開催しました

合同委員会を開催しました！

青年部だより

女性部だより

　

青
年
部
で
は
、
６
月
23
日（
月
）に『
全
ビ
ジ

ネ
ス
対
応
！ 

明
日
か
ら
使
え
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
&
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト　
〜
人
の
心
を
と
ら
え
る

最
強
メ
ソ
ッ
ド
〜
』と
題
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
研
修

例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は「
や
さ
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
」

か
ら
中
川
功
一
学
長
を
お
招
き
し
て「
行
動
経

済
学
」を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

人
の
無
意
識
な
心
理
や
行
動
パ
タ
ー
ン
を
読

み
解
き
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
応
用

す
る
行
動
経
済
学
は
、
新
た
な
視
点
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
実
例
を
交
え
た
分

か
り
や
す
く
楽
し
い
講
演
に
、
参
加
者
は
引
き

込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

後
半
に
は
テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も

実
施
し
、
自
社
へ
の
活
用
方
法
を
深
め
る
時
間

と
な
り
ま
し
た
。「
も
っ
と
聴
き
た
い
」「
と
て

も
良
い
例
会
だ
っ
た
」と
い
っ
た
声
も
多
数
寄
せ

ら
れ
、
学
び
多
き
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

女
性
部
で
は
、
６
月
に
行
わ
れ
た
総
会
以
降
、

初
め
て
の
合
同
委
員
会
を
、
７
月
10
日（
木
）に

開
催
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
に
は
総
務
委
員
会
、
事
業
委
員
会
、

会
員
増
強
委
員
会
の
３
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

合
同
委
員
会
で
は
こ
れ
ら
３
委
員
会
が
一
堂
に

会
し
て
、
今
年
度
の
委
員
会
事
業
の
計
画
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

計
画
に
は
、
宇
都
宮
市
長
と
の
懇
談
会
や
、

女
性
部
メ
ン
バ
ー
間
の
親
睦
事
業
の
開
催
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
年
恒
例
の
宮
の
市
や
う
つ
の
み
や

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
2
0
2
5
へ
の
参
加
も
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
何
が
販
売
さ
れ
る
の
か

楽
し
み
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

女
性
部
と
し
て
も
、
時
代
の
変
化
に
あ
わ
せ

た
事
業
の
実
施
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

中川功一講師からサイン本を頂きました

今年度事業について真剣に語り合うメンバーたち

エムズカラー㈱
ホームページ

「全国おもてなしギフト」は全国の特産品・名産品を産地直送でお届けするインターネットギフト専門店です。
全国の商工会議所会員約２３０店舗、９５０アイテムが掲載されています。
https://omotenashi-gift.jp

公式サイト

自
家
焙
煎
ナ
ッ
ツ 

お
つ
ま
み
セ
ッ
ト

　

ナ
ッ
ツ
の
ｕ
ｓ
ａ
ｇ
ｉ
ｙ
ａ
は
、
創
業
70
年
を
超

え
る
宇
都
宮
の
㈱
古
川
商
店
が
運
営
す
る
ナ
ッ
ツ
の

専
門
店
で
す
。古
川
商
店
は
、
世
界
の
ナ
ッ
ツ
を
「
と

ち
ぎ
ハ
サ
ッ
プ
認
証
」
を
と
っ
た
工
場
で
、
70
年
に
わ

た
っ
て
極
め
た
匠
の
焙
煎
技
術
で
製
造
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
酒
、
ビ
ー
ル
、
ウ
イ
ス
キ
ー
、
ワ
イ
ン
、
ハ
イ

ボ
ー
ル
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
う
ナ
ッ
ツ
・
豆
菓
子
を
詰

め
合
わ
せ
ま
し
た
。
す
べ
て
私
た
ち
ｕ
ｓ
ａ
ｇ
ｉ
ｙ

ａ
が
焙
煎
や
加
工
し
た
ナ
ッ
ツ
や
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
を
使

用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
セ
ッ
ト
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

古
く
か
ら
日
本
で
好
ま
れ
て
食
べ
ら
れ
て
い
た
豆

菓
子
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
、
お
酒
の
お
つ
ま
み
に
最
適

な
も
の
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
ま
し
た
。

【
セ
ッ
ト
内
容
】

大
辛
種
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
入
り
（
１
１
０
ｇ
）、
ピ
ス

タ
チ
オ
（
１
０
０
ｇ
）、イ
カ
小
判
（
80
ｇ
）、有
塩
ミ
ッ

ク
ス
ナ
ッ
ツ
（
１
０
０
ｇ
）、
ミ
ッ
ク
ス
ナ
ッ
ツ 

バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
味
（
１
０
０
ｇ
）

自家焙煎ナッツ おつまみセット
3,900円（税込）［送料無料］

㈱古川商店
〒320-0851 宇都宮市鶴田町２９３４　 

☎０２８-６３３-１５３５
営業時間／午前８時15分～午後５時

定休日／土・日・祝
https://usagiya2001.com

会員
情報局

ど
ん
な
企
業
？

一般住宅の外壁塗装の塗り替え工事（足場込み）  50万円（税込）〜



Information

問合せ／ 経営支援部  TEL.028-637-3131

相談できる

内容

経営のお悩みを

専門家に無料で相談できる エキスパート・バンク
詳細は
当所ホームページを
ご覧ください

https://www.u-cci.or.jp/business/expert

相 談
無 料

□税務会計に関すること
□ IT・SNS活用に関すること
□法律・各種申請に関すること
□販売促進に関すること など








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㈱ムーブ 宇都宮市簗瀬町１７８５－３９　AIビル2F 028-666-0888 総合人材サービス

カフェ　シムーン 宇都宮市菊水町１１－１９ 090-9139-6775 料理教室

インフラット㈱ 宇都宮市本町１３－１８　マロニエ宇都宮ビル４階 028-666-6590 建設コンサルタント

㈱ウェルフィング 宇都宮市松が峰１－３－１６　グラン宇都宮７０４ 028-612-8794 共同生活援助、訪問看護

SOMPOベストパーク㈱ 宇都宮市上戸祭町３０１４－３　ヒルサイド上戸祭B棟2階C号室 028-612-3580 損害保険・生命保険

大柿　雅弘 宇都宮市宿郷３－１０－５　新部ビル３０１ 028-666-5526 生命保険・損害保険

㈱mola 宇都宮市今泉町３０２０－１ 080-1296-1299 軽貨物運送業

花双芽 宇都宮市二荒町８－１２ 090-4177-1300 生花教室

エムズカラー㈱ 宇都宮市細谷町６８１－５ 028-612-1001 建築塗装工事・鋼橋塗装工事

（同）福寿の手 宇都宮市御幸ケ原町１０３－８　シティサンロード3B 028-678-2026 鍼灸、訪問あん摩マッサージ

杜デザイン 宇都宮市野高谷町２５９－５２ 080-9217-4180 ホームページ制作

Ateller　凡人庵 宇都宮市清原台４－２５－９ 090-4944-3279 画家

（同）Grateful Dayz 宇都宮市江曽島４－１１０９－３ 090-3570-6876 内装工事

STAR LINE 真岡市熊倉町３４２２－９　アヴニールA101 090-8857-6551 防水シーリング工事、塗装工事

かじ助 真岡市大谷台町２－１　サンクレイドル真岡７０１号 090-9670-3806 家事代行、オフィス・ハウスクリーニング

㈱クイック 宇都宮市田野町３０２－２ 090-5443-2497 建物クリーニング、設備管理、防虫作業

宇都宮モビリティサービス㈱ 宇都宮市二番町２－７ 028-633-7673 一般貸切・乗合・乗用旅客運送業

令和7（2025）年5月1日～令和7（2025）年5月31日加入分（順不同・敬称略）  ※公開不可の事業所は掲載していませんので、ご了承ください。

事業所の名称 所 在 地 電   話 取扱品目

新
入
会
員
の
紹
介

新
入
会
員
の
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す

「まちゼミ」 
案内ホームページ

受
講
の
申
し
込
み
受
付
を
開
始
し
ま
す
！

■
ま
ち
ゼ
ミ
と
は
？

　

商
店
主
が
講
師
と
な
り
、
プ
ロ
な

ら
で
は
の
専
門
的
知
識
や
情
報
、
コ

ツ
を
受
講
者（
お
客
さ
ま
）に
お
伝

え
す
る
少
人
数
制
の
ゼ
ミ
で
す
。

　

ま
ち
ゼ
ミ
を
受
講
し
て
、
そ
の

道
の
プ
ロ
な
ら
で
は
の
知
識
を
学

び
ま
せ
ん
か
？

【
開
催
期
間
】

９
月
１
日（
月
）～
９
月
30
日（
火
）

※
参
加
店
舗
に
よ
り
開
催
日
時
が

異
な
り
ま
す
。

【
所
要
時
間
】

１
～
２
時
間
程
度

※
参
加
店
舗
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

【
講
座
内
容
】

　
「
キ
レ
イ
」「
健
康
」「
つ
く
る
」「
ま

な
ぶ
」「
た
べ
る
」の
５
つ
の
テ
ー
マ

で
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
店
舗
間
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
企
画
も
あ
り
、
少
人
数
の
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
で
、
商
店

主
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

な
が
ら
、
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
チ
ラ
シ
は
、

８
月
27
日（
水
）以
降
、
当
所
や
各

参
加
店
舗
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

【
受
講
申
込
】

　

８
月
27
日（
水
）以
降
、
受
付
開
始

に
な
り
ま
す
。

　

各
店
舗
へ
直
接
電
話
等
で
連
絡
し
、

申
し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

と
な
り
ま
す
。

※
各
店
舗
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

当
所
で
は
受
付
を
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

【
受
講
料
】

　

原
則
無
料（
講
座
に
よ
っ
て
材
料

費
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

第
15
回
ま
ち
ゼ
ミ

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

中
小
企
業
活
性
化
協
議
会
は

中
小
企
業
の
駆
け
込
み
寺
で
す

栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
0- 

4
1
1
0

問合せ

　

栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議

会
は
、
金
融
機
関
・
民
間
専
門
家
・

各
種
支
援
機
関
と
連
携
し「
地
域
全

体
で
の
収
益
力
改
善
、
経
営
改
善
、

事
業
再
生
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
最
大

化
」を
追
求
す
る
公
的
機
関
で
す
。

　

財
務
上
の
課
題
を
お
持
ち
の
中

小
企
業
の
相
談
に
対
し
て
、
面
談

や
資
料
の
分
析
を
通
し
た
経
営
上

の
問
題
点
の
抽
出
や
具
体
的
な
課

題
の
設
定
課
題
の
解
決
に
向
け
た

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
飲
食
業
・
宿
泊
業
等
専

門
窓
口
の
設
置
や
、
栃
木
県
信
用
保

証
協
会
と
の
連
携
支
援
を
よ
り
一
層

強
化
し
て
い
ま
す
。

　

公
正
中
立
な
公
的
機
関
と
し
て
、

中
小
企
業
の
実
態
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
幅
広
く
支
援
策
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ご
相
談
は
、
事
前
に
電
話
で
の
ご

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会

収益力改善支援

事業再生支援

再チャレンジ支援

経営改善計画策定支援事業

◎相談の流れ

◎面談や資料の分析を通じて経営上の問題点や具体的
  な課題を抽出
◎課題解決に向けて適切なアドバイス

都道府県の中小企業活性化協議会

窓口相談

関係支援機関の
機能活用が適当であると

判断した場合

よろず支援拠点等の
支援機関を紹介

協議会の事業で対応

ご相談
商工会・商工会議所や

税理士など

ご
相
談

財務上の課題を持つ中小企業

ご相談
金融機関

栃木県中小企業
活性化協議会
ホームページ おもてなしギフト

　

専
門
知
識
が
い
ら
な
い
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト「
お
も
て
な
し

ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
」は
、
横
須
賀
商

工
会
議
所
が
Y
a
h
o
o
!
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
・
J
R
E
モ
ー
ル
で
運
営
す

る
ギ
フ
ト
専
門
店
で
す
。

　

本
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
中
小
企
業
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
を
始
め
る
場

合
の
壁
と
な
る
、
商
品
ペ
ー
ジ
の
作

成
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の
販
売
促
進

活
動
、
基
本
的
ク
レ
ー
ム
処
理
ま
で
、

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
で
き
ま
す
。

　

出
店
費
用
は
年
会
費（
１
万
１
０
０
０

円〈
税
込
〉）と
販
売
手
数
料（
販
売
価

格
の
30
％
）。
本
格
的
な
通
販
サ
イ

ト
の
運
営
を
ほ
ぼ
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
で
き
る
に
も
関
わ
ら
ず
低
料
金
な

の
が
魅
力
で
す
。

　

会
員
企
業
が
丹
精
込
め
て
育
て

た
商
品
を
、
全
国
で
愛
さ
れ
る
ギ
フ

ト
と
し
て
販
売
し
ま
す
の
で
、
安
売

り
し
な
い
こ
と
が
、
こ
の
サ
イ
ト
の

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
自
身
の
商
品
を
ギ
フ
ト

に
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
！

【
特
徴
】

◎
店
舗
運
営
不
要 

注
文
管
理
、
売

上
・
支
払
管
理
不
要
、
売
れ
た

ら
商
品
を
発
送
す
る
だ
け
！

◎
配
送
伝
票
記
入
不
要 

ヤ
マ
ト
運

輸
が
記
入
済
み
の
伝
票
を
お
届

け
し
、
集
荷
・
配
送
！

◎
専
門
知
識
不
要 

電
子
メ
ー
ル
の

送
受
信
が
で
き
れ
ば
O 

K
！

◎
専
門
家
に
よ
る
取
材
、
プ
ロ
に
よ

る
ペ
ー
ジ
作
成

◎
ペ
ー
ジ
作
成
費
・
更
新
に
係
る
費

用
は
不
要

【
出
店
ま
で
の
流
れ
】

①
当
所
に
お
問
い
合
わ
せ

②
資
料
・
規
約
等
の
確
認

③
出
店
商
品
の
検
討

④
必
要
書
類
の
提
出

⑤
ヤ
マ
ト
運
輸
へ
の
登
録

⑥
お
も
て
な
し
ギ
フ
ト
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
の
打
ち
合
わ
せ

⑦
素
材
提
出

⑧
店
舗
ペ
ー
ジ
の
作
成
・
チ
ェ
ッ
ク

⑨
最
終
確
認

⑩
開
店
！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト「
お
も
て
な
し
ギ
フ
ト
」

出
店
者
大
募
集
！

電
子
メ
ー
ル
を
使
っ
て
出
店
で
き
ま
す
！

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の

一
層
の
普
及
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
！

栃
木
県
国
税
・
地
方
税
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
共
同
推
進
宣
言

　

令
和
７
年
６
月
16
日（
月
）に
、（
一

社
）栃
木
県
商
工
会
議
所
連
合
会
を

含
む
国
・
地
方
・
関
係
民
間
団
体
が

合
同
で
、「
栃
木
県
国
税
・
地
方
税

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
共
同
推
進
宣

言
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
に
は
、
①

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
納
付
可
能
、

②
P
C
や
ス
マ
ホ
で
簡
単
手
続
き
、

③
現
金
の
準
備
が
不
要
と
い
っ
た
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
を
利
用
し
て
い
な
い

皆
さ
ま
も
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

オ
ー
ル
栃
木
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
を
推
進
し
ま
す



藤井　昌一

　宇都宮市の夏の風物詩「第50回ふるさと宮まつり」が、今年も８月2日（土）・3日（日）に開催され、盛大で多彩
なイベントを繰り広げることができました。これもひとえに関係者の皆さまの力強いご支援・ご協力のたまものと、
深く感謝申しあげます。
　これからも心のふれあう伝統の市民のまつりとして、より多くの人たち
が参加できるよう努めてまいりますので、一層の温かいご支援をたまわ
りますようお願い申しあげます。

50

令
和
7
年
度

1213 August  2025

宇
都
宮
市

宇
都
宮
商
工
会
議
所

㈱
宇
建

岩
村
建
設
㈱

柴
田
建
設
㈱

宇
都
宮
ラ
イ
ト
パ
ワ
ー
㈱

大
東
建
託
㈱

㈱
足
利
銀
行

宇
都
宮
市
も
っ
た
い
な
い
運
動
市
民
会
議

Ｓ
＆
Ｇｒｏｕｐ

下
野
新
聞
社 

㈱
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ  

航
空
宇
宙
カ
ン
パ
ニ
ー

Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｙ
21
ハ
ウ
ス
ゲ
ー
ト

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
栃
木
㈱

日
本
サ
ー
フ
ァ
ク
タ
ン
ト
工
業
㈱

藤
井
産
業
㈱

フ
タ
バ
食
品
㈱

阿
部
総
合
建
築
㈲

㈱
エ
ヌ
イ
ー
エ
ス

㈱
Ｎ
Ｔ
Ｋ

エ
ネ
創

㈱
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
フ
ァ
イ
ン
テ
ッ
ク

㈱
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
㈱

㈱
諸
鹿
彩
色

㈲
矢
古
宇
建
設

㈱
ユ
ウ
ケ
イ
工
業

㈱
リ
ブ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

Ｒｅ
不
動
産
㈱

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
㈱

池
上
通
り
商
店
街

㈲
石
川
印
刷
所

（
協
）宇
都
宮
餃
子
会

宇
都
宮
み
ん
み
ん

㈱
栃
木
銀
行

栃
木
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ミ
リ
ー
会

栃
木
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
㈱

（
医
）中
山
会
宇
都
宮
記
念
病
院

㈱
村
上

㈱
ム
ロ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

明
保
地
区
連
合
自
治
会

㈱
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

㈱
ロ
イ
ア
ル
フ
ー
ズ

㈱
ロ
ケ
ッ
ト
ス
タ
ー
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

㈲
ア
ー
バ
ン
エ
ル
シ
ー

㈱
井
上
総
合
印
刷

㈱
宇
都
宮
空
調

宇
都
宮
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

Ｓ
＆
Ｋ 

ｃｏｍｒａ
ｄｅ（
同
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本  

栃
木
支
店

㈱
エ
ム
・
プ
ロ
ダ
ク
ト

㈱
オ
ー
タ
ニ

コ
マ
ツ
栃
木
㈱

栄
商
事
㈱

佐
々
木
会
計
事
務
所

Ｊ
Ｒ
東
日
本  

宇
都
宮
駅

下
野
菓
子
処
う
さ
ぎ
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル  

ベ
ル
モ
ー
ル

高
全
工
業
㈲

㈱
隆
南
産
業

㈱
武
田
塗
装
工
業

東
栄
設
備
工
業
㈱

㈱
東
武
宇
都
宮
百
貨
店

栃
木
小
松
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
㈱

栃
木
ト
ヨ
タ
自
動
車

中
戸
祭
一
区
自
治
会

西
の
宮
自
治
会

日
昌
測
量
設
計
㈱

日
本
信
号
㈱
宇
都
宮
事
業
所

根
本
塗
装
㈱

㈱
バ
イ
オ
ク
リ
ー
ン

税
理
士
法
人
浜
村
会
計

東
地
区
連
合
自
治
会

福
田
屋
百
貨
店

藤
井
建
設
㈱

松
屋
製
粉
㈱

丸
宇
興
業
㈱

丸
山
工
業
㈱

ユ
ー
ミ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン

㈱
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル

レ
オ
ン
自
動
機
㈱

㈱
ア
イ
・
レ
ッ
ク
／
ア
カ
デ
ミ
ー
・
グ
ル
ー

プ
／
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
／
㈱
阿
久
津

建
築
／
池
上
通
信
機
㈱
／
㈱
入
江
電
機

商
会
／
宇
賀
神
解
体
工
業
㈱
／
宇
都
宮

青
色
申
告
会
／
う
つ
の
み
や
表
参
道
ス
ク

エ
ア 

テ
ナ
ン
ト
会
／
宇
都
宮
カ
ン
ツ
リ
ー

ク
ラ
ブ
／
宇
都
宮
結
婚
相
談
所 

事
業
承

継
結
婚
®
／
宇
都
宮
市
中
央
卸
売
市
場

協
力
会
／
宇
都
宮
東
武
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
デ

／
宇
都
宮
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
／
鰻

割
烹
中
村
／
㈱
エ
モ
ノ
ス
／
大
矢
商
事
㈱

／
㈲
尾
嶋
造
園
／
㈱
小
野
川
ト
ラ
ン
ス

ポ
ー
ト
／
㈱
カ
ナ
メ
／
㈱
か
ま
し
ん
／

㈱
カ
ワ
チ
薬
品
／
㈱
カ
ン
セ
キ
／
㈱
関
電

工
／
関
東
交
通
㈱
／
北
関
東
綜
合
警
備

保
障
㈱
／
㈲
黒
木
建
設
／
㈱
ケ
イ
エ
ム

シ
ー
／
興
国
イ
ン
テ
ッ
ク
㈱
宇
都
宮
工
場

／
光
陽
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
／
㈱
五
光

／
㈱
小
竹
ビ
ル
管
理
／
斎
藤
商
事
㈱
／

坂
本
商
事
㈱
／
三
和
テ
ッ
キ
㈱
／
ジ
ャ
パ

ン
ワ
ー
ク
ス
／
商
工
中
金
宇
都
宮
支
店

／
昭
和
工
機
㈱
／
晋
豊
建
設
㈱
／
㈱
新

和
／
鈴
運
メ
ン
テ
ッ
ク
㈱
／
住
友
生
命
保

険（
相
）栃
木
支
社
／
㈱
関
口
／
第
一生
命

保
険
㈱
栃
木
支
社
／
㈱
大
高
商
事
／
㈱

太
陽
警
備
保
障
／
㈱
た
い
ら
や
／
大
和

証
券
㈱
宇
都
宮
支
店
／
宝
木
地
区
自
治

会
連
合
会
／
㈱
Ｔ
Ｋ
Ｃ
／
㈲
寺
田
電
機

工
業
所
／
㈱
天
洋
工
芸
/
東
都
工
業
㈱

／
東
武
建
設
㈱
宮
園
東
栄
会
／
㈱
栃
木

ケ
イ
テ
ク
ノ
／
栃
木
ダ
イ
レ
ク
ト
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
／
㈱
と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
／

ト
ヨ
タ
ウ
ッ
ド
ユ
ー
ホ
ー
ム
㈱
／
㈱
永
井

商
事
／
仲
田
総
業
㈱
／
㈱
ナ
カ
ノ
／
㈱

ニ
ッ
カ
ネ
／
日
本
通
運
㈱
宇
都
宮
支
店

／
日
本
料
理　

中
村
／
㈱
ネ
ッ
ト
コ
ア
／

㈱
ノ
イ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
／
野
村
證
券
㈱
宇

都
宮
支
店
／
㈱
芳
賀
総
合
シ
ス
テ
ム
／

博
多
ダ
イ
ニ
ン
グ
よ
か
ろ
う
も
ん
／
パ
ス

キ
ン
工
業
㈱
／
福
祉
タ
ク
シ
ー
ふ
く
福
×

雷
神
祭
／
福
田
土
木
造
園
㈱
／
富
士
精

密
㈱
／
藤
電
設
㈱
／
㈲
藤
福
商
事
／
㈱

古
川
商
店
／
邦
和
理
工
㈱
／
ホ
テ
ル
東

日
本
宇
都
宮
／
㈱
マ
イ
ナ
ビ 

／
三
井
住

友
海
上
火
災
保
険
㈱
栃
木
支
店
／
㈱
ミ

ツ
ト
ヨ
／
㈱
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
／
㈱
宮

食
／
宮
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱
／
ミ
ユ
キ
建

設
㈱
／
㈱
八
下
田
陸
運
／
山
二
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
㈲
／
㈱
横
倉
本
店
／
㈱
芳
澤
美

装
／
淀
川
酒
店
／
㈱
ロ
コ
コ
企
画
装
飾

／
若
竹
の
杜　

若
山
農
場
／
㈱
渡
辺
有

規
建
築
企
画
事
務
所
／
今
泉
地
区
連
合

自
治
会
／
河
内
地
区
連
合
自
治
会
／
清

原
地
区
自
治
会
連
合
会
／
戸
祭
グ
リ
ー

ン
ヒ
ル
自
治
会
／
富
士
見
地
区
連
合
自

治
会
／
瑞
穂
野
地
区
連
合
自
治
会
／
㈱

ア
ー
ル
ピ
ー
ア
イ
栃
木
／
あ
い
お
い
ニ
ッ

セ
イ
同
和
損
害
保
険
㈱
栃
木
支
店
／
㈱

ア
イ
バ
／
㈲
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

／
㈱
ア
オ
シ
ョ
ー
／
㈱
ア
キ
モ
／
㈱
ア
ト

ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
／
阿
部
輪
業
／
ア

ル
フ
ァ
ク
ラ
ブ
㈱
／
㈱
安
藤
設
計
／
イ
ー

ト
ラ
ン
ド
㈱
／
五
十
二
電
気
工
事
㈱
／

㈱
稲
垣
設
備
／
岩
原
産
業
㈱
／
㈱
ウ
ス

イ
産
業
／
宇
都
宮
Ｔ
Ｄ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
／

宇
都
宮
誂
染
色
組
合
／
宇
都
宮
オ
リ
オ

ン
通
り
商
店
街（
振
）
／
宇
都
宮
卸
商
業

団
地（
協
）
／
宇
都
宮
共
和
大
学
／
宇
都

宮
計
機
㈱
／
宇
都
宮
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

㈱
／
（
一
社
）宇
都
宮
建
設
業
協
会
／
宇

都
宮
市
商
店
街
連
盟
／
宇
都
宮
製
氷
冷

蔵
㈱ 

／
宇
都
宮
タ
ク
シ
ー
協
議
会
／
宇

都
宮
土
建
工
業
㈱
／
宇
都
宮
戸
祭
自
動

車
教
習
所
／
宇
都
宮
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
／
㈱
う
つ
の
み
や
の
足
場
や
／
宇

都
宮
農
業（
協
）
／
宇
都
宮
パ
セ
オ
／
宇

都
宮
ブ
リ
ッ
ツ
ェ
ン
／
宇
都
宮
文
化
セ
ン

タ
ー
㈱
／
宇
都
宮
ホ
テ
ル
旅
館（
協
）
／

宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
／
宇
都

宮
ユ
ニ
オ
ン
通
り
商
店
街（
振
）
／
エ
ル

ラ
イ
ズ
㈱
／
㈲
大
礒
開
発
／
大
谷
石
材

（
協
）
／
大
山
食
肉
㈱
／
㈱
大
山
総
本

店
／
㈱
オ
ー
リ
ス
／
㈱
小
川
組
／
㈱
家

具
の
上
野
／
カ
テ
ル
㈱
／
鹿
沼
相
互
信

用
金
庫
宇
都
宮
支
店
／
㈱
カ
ネ
マ
ス
／

烏
山
信
用
金
庫
宇
都
宮
支
店
／
川
村
公

認
会
計
士
事
務
所
／
環
境
整
備
㈱
／
関

東
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
マ
イ
ク
ロ
／
関

東
自
動
車
㈱
／
関
東
自
動
車
共
済（
協
）

栃
木
県
支
部
／
関
東
信
越
税
理
士
会
宇

都
宮
支
部
／
㈱
キ
ガ
／
㈱
菊
地
組
／
餃

子
専
門
店　

香
蘭
／
近
畿
日
本
ツ
ー
リ

ス
ト
㈱
宇
都
宮
支
店
／
㈱
群
馬
銀
行　

宇
都
宮
支
店
・
宇
都
宮
東
支
店
／
㈱
コ

ア
ミ
計
測
機
／
興
新
特
殊
鋼
㈱
／
髙
林

堂
／
コ
ク
ヨ
北
関
東
販
売
㈱
／
小
花
塗

装
㈱
／
税
理
士
法
人
小
林
会
計
／
コ
マ

タ
工
業
㈱
／
米
粉
パ
ン
教
室
と
り
ぴ
ぃ

／
㈱
坂
本
電
柱
広
告
社
／
作
新
学
院
大

学
／
桜
地
区
自
治
会
連
合
会
／
佐
藤
商

事
㈱
／
㈲
三
光
陸
運
／
三
信
電
工
㈱
／

㈱
三
翠
社
／
㈱
シ
オ
ダ
建
築
デ
ザ
イ
ン

事
務
所
／
㈱
シ
ノ
ザ
キ
／
㈱
十
五
／
出

世
街
道
／
㈱
常
陽
銀
行
宇
都
宮
支
店
／

昭
和
車
輌
㈱
／
昭
和
地
区
連
合
自
治
会

／
新
宇
都
宮
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
／
㈱

新
光
社
／
新
三
／
㈱
新
生
工
業
／
㈱
新

朝
プ
レ
ス
／
㈱
進
和
パ
ッ
ケ
ー
ジ
／
㈲
随

想
舎
／
㈱
ス
ズ
テ
ッ
ク
／
ス
プ
ー
ン
シ
ュ

ガ
ー
㈱
宇
都
宮
事
業
部
／
生
活
応
援
情

報
マ
ガ
ジ
ン　

ト
チ
ぺ
／
㈱
セ
キ
チ
ュ
ー

／
㈱
セ
ル
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
／
損
害

保
険
ジ
ャ
パ
ン
㈱
栃
木
支
店
／
第
一
測
工

㈱
／
大
幹
建
設
㈱
／
大
工
町
大
通
り
商

店
街
連
盟
／
大
黒
屋
宇
都
宮
大
通
り
店

／
大
樹
生
命
保
険
㈱
栃
木
支
社
／
㈱
ダ

イ
ド
ー
宇
都
宮
工
場
／
㈱
タ
カ
モ
リ
／

㈱
竹
石
紙
店
／
㈱
筑
波
銀
行
宇
都
宮
支

店
／
㈱
辻
由
／
定
食
ふ
じ
も
と
／
㈱
テ

ク
ニ
カ
ル
ワ
ー
ク
／
㈱
テ
ク
ノ
ス
チ
ー

ル
ダ
イ
シ
ン
／
㈱
テ
ク
ノ
マ
イ
ス
タ
ー

／
Ｄ
ｅ
ｒ
ｕ
Ｄ
ｅ
ｒ
ｕ
／
東
一
宇
都
宮
青
果

㈱
／
㈱
東
京
イ
ン
テ
リ
ア
家
具　

イ
ン

タ
ー
パ
ー
ク
店
／
東
京
海
上
日
動
火
災

保
険
㈱
／
㈱
東
邦
銀
行
宇
都
宮
支
店
／

栃
木
県
菓
子
工
業
組
合
宇
都
宮
支
部
／

栃
木
県
健
康
倶
楽
部
／
栃
木
県
個
人
タ

ク
シ
ー
協
会
／
（
一
社
）栃
木
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
／
（
公
社
）栃
木
県
不
動
産
鑑
定

士
協
会
／
栃
木
信
用
金
庫
／
栃
木
リ
ウ

マ
チ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
／
と
ち
ぎ
ん
Ｔ
Ｔ
証

券
㈱
／
ト
ナ
リ
エ
宇
都
宮
／
㈲
ト
ラ
ス
ト

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
／
ト
ラ
ン
セ
ン
ス
㈱

／
㈱
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
／
㈲
仲
田
技
建
／

㈲
那
須
環
境
土
木
／
㈱
南
大
門
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
／
日
光
ゆ
ば
製
造
㈱
／
日
神

工
業
㈱
／
日
伸
工
業
㈱
／
日
東
石
油
㈱

／
日
東
燃
機
工
業
㈱
／
日
豊
工
業
㈱
／

日
本
郵
便
㈱
宇
都
宮
中
央
郵
便
局
／
日

本
生
命 

宇
都
宮
支
社
／
日
本
料
理
み
つ

わ
／
㈱
野
澤
實
業
／
播
摩
建
設
㈱
／
伴

印
刷
㈱
／
光
機
材
㈱
／
㈲
飛
行
船
／
㈱

ビ
ッ
グ
・
ビ
ー
／
ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
／
日
野
町
商
店
街（
振
）
／
平

石
環
境
シ
ス
テ
ム
㈱
／
㈱
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ・

フ
ォ
レ
ス
ト
／
㈱
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク

モ
ー
シ
ョ
ン
／
㈱
フ
カ
サ
ワ
／
富
国
生
命

保
険（
相
）宇
都
宮
支
社
／
富
士
興
産
㈱

／
㈱
不
二
ド
ラ
イ
／
㈱
藤
真
工
業
／
ブ

リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
栃
木
販
売
㈱
／
古

河
産
業
㈱
北
関
東
支
店
／
平
成
理
研
㈱

／
㈱
ホ
カ
ゾ
ノ
設
計
／
弁
護
士
法
人
ほ

た
か
総
合
法
律
事
務
所
／
ホ
テ
ル
丸
治

／
㈱
本
澤
建
築
設
計
事
務
所
／
マ
・
マ
ー

マ
カ
ロ
ニ
㈱
／
前
田
工
業
㈱
／
前
田
不

動
産
㈱
／
ま
ご
こ
ろ
一
献　

四
季
桜
／
マ

ス
ト
ー
商
事
㈱
／
㈱
増
渕
組
／
（
福
）真

純
乃
郷
福
祉
会
／
㈱
町
田
建
塗
工
業
／

マ
ニ
ー
㈱
／
㈲
丸
伊
呉
服
店
／
マ
ル
ウ

製
菓
㈱
／
㈲
マ
ル
コ
海
苔
店
／
マ
ル
サ

工
業
㈱
／
㈱
み
ず
ほ
銀
行
宇
都
宮
支
店
／

み
ず
ほ
証
券
㈱
／
宮
島
醤
油
㈱
宇
都
宮
工

場
／
㈱
宮
本
印
刷
／
村
田
発
條
㈱
／
明
治

安
田　

宇
都
宮
支
社
／
明
電
産
業
㈱
／
㈲

八
百
熊
本
店
／
㈱
奴
寿
司
／
Ｙ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｏ

Ｈ
Ｄ
㈱
／
矢
野
自
動
車
㈱
／
山
本
建
設
㈱

／
㈱
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
ア
ル
ミ
セ
ン
タ
ー
／
㈱
ユ
ー

ユ
ー
ワ
ー
ル
ド
／
陽
西
保
育
園
・
よ
う
さ

い
リ
ト
ル
／
陽
東
タ
ク
シ
ー
㈱
／
㈱
ヨ
コ

セ
／
横
山
法
律
事
務
所
／
吉
川
酒
店
／
㈱

ラ
ク
サ
ス
／
Ｌ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
㈱
／
㈱
利
証
企
画

／
Ｒ
ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
㈱
／
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

サ
ロ
ン 

サ
ナ
テ
ィ
オ
／
和
晃
建
設
㈱
／
㈱

渡
清
／
渡
辺
設
備
工
業
㈲

（
令
和
7
年
7
月
31
日
現
在・敬
称
略
）

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
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問合せ
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1415 August  2025

専 門 相 談

無料の専門相談をご利用ください
会場 ： 宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

■法律相談（毎月第2火曜日・要予約）
日　時	 8月19日（火）、9月9日（火）  午後１時30分〜４時30分
受　付	 当所ホームページから受付または電話予約（先着10人）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■無料ＩＴ相談会（原則隔月第１水曜日・要予約）
日　時	 9月3日（水）、11月5日（水）  午後１時30分〜４時30分
受　付	 当所ホームページから受付または電話予約
内　容	 営業・販路開拓（クラウドサービス・ＥＣサイト・キャッシュレス

決済など）、働き方の改善（リモートワーク・テレワーク環境
整備・Web会議など）、サイバーセキュリティ対策などＩＴを活
用した経営・業務課題の改善をお考えの方

相談員	 （公財）日本電信電話ユーザ協会 栃木支部 
	   支援担当者
問合せ	 経営支援部

■ 1日知財窓口（偶数月第3金曜日・要予約）
日　時	  8月22日（金)、10月17日（金) 午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部
※事前に（公財）栃木県産業振興センター
　（☎028-670-2617）への予約が必要です。

■税務相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
受　付	 当所ホームページから受付または電話予約
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■不動産鑑定相談（要予約）
日　時	 希望により調整（申し込みは随時受付）
受　付	 当所ホームページから受付または電話予約
内　容	 不動産の基礎知識、土地建物等の価格、
	 地代家賃、有効活用、
	 相続、その他不動産に関わること
相談員	 (公社)栃木県不動産鑑定士協会所属の不動産鑑定士
問合せ	 経営支援部

■事業承継窓口相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
受　付	 電話予約
内　容	 事業承継に関する相談
相談員	 栃木県事業承継・引継ぎ支援センター担当者
問合せ	 経営支援部

■オンライン経営相談（要予約）
日　時	 希望により調整（午前9時〜午後3時 相談時間50分）
受　付	 当所ホームページから受付
内　容	 事業再構築補助金、小規模事業者持続化補助金、	 	
	 ものづくり補助金、IT導入補助金、資金繰り、販路開拓ほか
相談員	 中小企業診断士	
問合せ	 経営支援部

■栃木県よろず支援拠点サテライト拠点
（毎週木曜日・要予約）
日　時	 8月19日（火）、8月26日（火）、9月2日（火）、9月11日（木）
	 午前9時〜午後5時
受　付	 栃木県よろず支援拠点ホームページから受付または電話予約
内　容	 経営に関すること全般
相談員	 栃木県よろず支援拠点コーディネーター	
問合せ	 栃木県よろず支援拠点　☎028-670-2618
	 経営支援部

相談
無料

オンライン
経営相談

法律相談

栃木県よろず
支援拠点

一日知財窓口

無料IT相談会

税務相談

不動産鑑定相談

東商ビジネススクール研修講座（共催：東京商工会議所）

年間150テーマ、300講座が
オンラインで会員価格｢約50%OFF｣で受講可能

日　時	 9月11日（木）　午前10時～午後４時30分
内　容	 業務改善のための重要なステップを学び、従来の仕事の仕方か

ら脱却する一つの手段として、業務の自動化（RPA等）をどのよ
うに活用すればよいのかを体系的に学びます。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

まもなくオンラインで開催する研修講座の一部をお知らせします。

業務削減・改善につなげる
事務効率化実践講座

日　時	 ９月30日（火）　午前10時～午後４時30分
内　容	 営業アシスタントとしての存在意義・役割を理解し、課題・戦

略を明確にします。電話応対を題材としたケーススタディを
通して顧客応対の質を高め、営業成果につながるマインドと
スキルを磨きます。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

日　時	 10月９日（木）　午後１時～４時30分
内　容	 マナーやモラルの定義を明確に理解したうえで、コンプライア

ンス違反の企業的リスクを認識し、コンプライアンス遵守の必
要性を理解します。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：28,600円 ➡ 会員：14,300円

視聴方法：Zoomライブ配信
申　　込：	各研修の申し込みページまたは当所ホームページ
　　　　　 （東商ビジネススクール研修講座）の専用申込
　　　　　  フォームからお申し込みください。
問 合 せ : 総務部 ☎028-637-3131

営業アシスタント養成講座

日　時	 9月12日（金）　午後１時～５時
内　容	 企業に求められている「待ったなし」のカスハラ対策について、

具体的事例を交えながら解説します。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：28,600円 ➡ 会員：14,300円 

ビジネスモラル&
コンプライアンス基礎講座

■研修内容

※令和７年度の年間研修ガイドブックを発行しました。研修講座
内容の詳細や年間スケジュールは、記載の二次元バーコードか
らご確認ください。

当所ホームページ
（東商ビジネススクール

研修講座）

「従業員を守る」ための
企業のカスハラ対策講座

日　時	 ９月16日（火）　午前10時～午後４時30分
内　容	 クライアントのニーズを余すことなく汲み取り、自社が“提供で

きる価値”を“提案書”という形で具体的にアウトプットするための
スキル・ノウハウをお伝えいたします。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

“勝てる”提案ができる
提案書作成力養成講座 講座No.204684

日　時	 10月８日（水）　午前10時～午後４時30分
内　容	 給与計算を行う上で必要となる労働基準法、社会保険、税金

に関する基本知識について、具体的な計算例を交えて分かり
やすく解説し、毎月の給与計算を正確に行うことができるよう
身につけます。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

給与計算の実務講座 講座No.204893

　

宇
都
宮
の
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ

セ
ー
ジ「
住
め
ば
愉
快
だ
宇
都

宮
」を
も
っ
と
み
ん
な
で
盛
り
上

げ
る
た
め「
〇
〇
〇
愉
快
だ
宇
都

宮
」の
３
文
字
を
ア
レ
ン
ジ
し
た

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
愉
快
ロ
ゴ
」
を

〝
無
料
〟
で
制
作
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は「
宇
都
宮
プ
ラ
イ
ド
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
作
り
方

①
オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
ゴ
を
考
え
る

・
上
部
３
文
字
の
言
葉
を
考
え
る

・
バ
ッ
ク
の
色
を
選
択
す
る

②
事
務
局
へ
申
請

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
愉
快
ロ
ゴ
」

参
加
企
業
・
団
体
大
募
集
！

問合せ

宇
都
宮
市
都
市
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課

☎
0
2
8-

6
3
2-

5
0
3
8

問合せ

宇
都
宮
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
事
務
局

（
宇
都
宮
市
都
市
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課
）

☎
0
2
8-

6
3
2-

5
0
3
8

問合せ

宇
都
宮
市 

子
ど
も
部

子
ど
も
政
策
課
　

☎
0
2
8-

6
3
2-

2
3
4
4

申請書などは
こちらから

ダウンロードできます

宇都宮プライド
ホームページ

宮っこの居場所の様子
　

支
援
や
寄
付
の
申
し
込
み
に
つ

い
て
、
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
支
援
・
寄
付
に
対
す
る

　
子
ど
も
た
ち
の
声

　
「
夏
祭
り
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
な
ど
季

節
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
め
た
」

「
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
お
も
ち
ゃ
が

増
え
て
、
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
が
で

き
て
う
れ
し
い
」な
ど
の
声
が
聞

か
れ
ま
す
。

◎
宇
都
宮
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

　
関
連
ペ
ー
ジ

　

宇
都
宮
市
で
は
、
家
庭
で
も
学

校
で
も
な
い
第
３
の
居
場
所
と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
気
軽
に
行
け

て
、
大
人
の
見
守
り
の
も
と
、
自

由
に
遊
ん
だ
り
、
宿
題
や
食
事
を

し
た
り
し
な
が
ら
、
安
心
し
て
過

ご
せ
る「
宮
っ
こ
の
居
場
所
」づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
宮
っ
こ
の
居
場
所
」で
子
ど
も

た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
・
経
験

の
機
会
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
皆

さ
ま
か
ら
の
ご
支
援
・
ご
寄
付
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「
宮
っ
こ
の
居
場
所
づ
く
り
」へ
の
支
援
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　

宇
都
宮
市
都
市
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

課
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
を
ご
提
供
い
た
だ
け
る
事
業
者

の
皆
さ
ま
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　

宇
都
宮
市
Ｈ
Ｐ
掲
載
の「
協
力

事
業
者
募
集
要
項
」を
ご
確
認
の

う
え「
様
式
第
３
号
」に
必
要
事
項

を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
市
都
市
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
課
ま
で
郵
送
ま
た
は

メ
ー
ル
に
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

宇
都
宮
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を

提
供
い
た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

宇
都
宮
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

項　目

事業者の主な要件

返礼品の主な要件

取扱寄附サイト

内　容
◎本社、支社、事業所または工場が市内にある法人・団体または個人事
業者であること

◎各種法令に沿った生産、製造、加工および販売を行っていること など

◎総務省告示第179号で定める「地場産品基準」に合致するものであること
◎本市の魅力やイメージ向上、地場産業の振興などに資するものであ
ること など

楽天ふるさと納税、さとふる、ふるさとチョイス、ふるなび、ANAふるさと
納税、JREMALL、Amazonふるさと納税、ふるさとズ

市役所

◎「ふるさと納税サイト掲載料」・「商品配送料」は本市が負担いたします

  宇都宮市・
中間管理事業者

■ふるさと納税の流れ

①寄附

寄附者 事業者

②発注

③商品発送

④商品代
　支払い

令和6年度には約7億2千万円のご寄附をいただきました！講座No.204857

講座No.204820

講座No.204697

講座No.204815



還
し
、
新
羅
へ
の
派
兵
を
要
請
す
る
た
め

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、
沙し

ゃ
も
ん門

道ど
う
き
ゅ
う久・土は
じ
む
ら
じ
ほ
ど

師
連
富
杼・筑
紫
君
薩さ

ち

野や

馬ま

（
薩

夜
麻
）・
韓か

ら

嶋し
ま

勝す
ぐ
り

娑さ

ば婆
・
布ぬ

の
し
の
お
び
と

師
飫
首
磐い

わ

の

5
人
が
帰
還
兵
と
し
て
帰
国
を
果
た
し
ま

し
た
。
実
は
関
連
史
料
に
は
も
う
一 

人
、

筑
後
国
上
妻
郡
（
現
在
の
福
岡
県
八
女

郡
付
近
）
に
籍
の
あ
る
大お

お
と
も
べ
の

伴
部
博は

か

麻ま

が
い

ま
す
が
、
彼
ら
に
は
大
河
ド
ラ
マ
の
題
材

に
も
な
り
そ
う
な
い
き
さ
つ
が
あ
っ
た
こ
と

が
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

彼
ら
は
6
6
1
年
に
百
済
国
救
援
軍

と
し
て
派
兵
さ
れ
敗
戦
に
よ
り
唐
軍
の
捕

虜
と
な
り
ま
す
。
6
7
0
年
、
唐
が
戦

船
を
盛
ん
に
新
造
・
修
理
し
て
い
る
こ
と

か
ら
唐
が
倭
国
へ
出
兵
、
ま
た
、
倭
国
を

攻
め
る
と
見
せ
か
け
実
は
新
羅
を
攻
め
る

の
で
は
？ 

な
ど
と
い
っ
た
噂
が
捕
虜

と
し
て
暮
ら
す
彼
ら
の
元
に
伝
わ
り

ま
す
。
彼
ら
は
こ
れ
を
何
と
か
倭
国

に
戻
り
知
ら
せ
よ
う
と
し
ま
す
が
、

帰
国
の
費
用
が
な
い
こ
と
か
ら
博
麻

は
自
分
を
奴
隷
の
身
に
落
と
し
て
費

用
を
調
達
、
唐
の
兵
に
賄
賂
を
渡

し
、
彼
ら
を
唐
軍
に
紛
れ
込
ま
せ
帰

国
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時

期
は
新
羅
と
唐
の
関
係
は
か
な
り
悪

化
し
て
お
り
、
唐
も
新
羅
も
倭
国

を
侵
攻
す
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
ア
ジ
ア
で
唯
一
倭
国
だ
け

が
、
唐
に
敵
対
し
な
が
ら
侵
略
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
な
風
聞

が
常
に
流
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

大
伴
部
博
麻
は
、
そ
れ
か
ら
20

6
6
0
年
3
月
、
唐
・
新
羅
連
合
軍

が
百
済
を
侵
攻
し
百
済
国
が
滅
亡
し
ま

す
。
6
6
3
年
、
倭
国
は
百
済
復
興
支

援
の
た
め
派
兵
し
ま
す
が
、
白
村
江
の
海

戦
で
大
敗
し
百
済
復
興
運
動
は
壊
滅
。

6
6
8
年
に
は
高
句
麗
が
滅
亡
、
新
羅

が
6
7
6
年
に
半
島
を
統
一
し
半
島
か

ら
唐
の
勢
力
を
駆
逐
し
た
た
め
、
今
度
は

新
羅
と
唐
の
関
係
が
悪
化
し
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
緊
張
状
態
の
中
、
新
羅
・
唐
双
方

か
ら
倭
（
日
本
）
へ
使
者
が
度
々
来
訪
し

ま
す
が
、
倭
は
ど
ち
ら
に
も
加
担
し
な
い

外
交
政
策
を
選
び
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
6
7
1
年
、
唐
軍

2
0
0
0
人
が
47
隻
の
船
団
を
仕
立
て
て

来
朝
し
ま
す
。
来
朝
の
目
的
は
白
村
江
の

敗
戦
で
捕
虜
に
な
っ
た
倭
国
兵
数
名
を
送

年
後
の
6
9
0
年
に
留
学
僧
侶
ら
と
共

に
帰
国
を
果
た
し
ま
す
。
こ
の
労
苦
に

対
し
て
持
統
天
皇
（
百
済
救
済
派
兵
を

指
揮
し
た
中
大
兄
皇
子
＝
天
智
天
皇
の

娘
）
は
自
ら
そ
の
愛
国
心
と
忠
義
を
褒
め
、

務む

だ

い

し

大
肆
（
従じ

ゅ
し
ち
い

七
位
下の

げ

相
当
）
の
冠
位
と

稲 

一
〇
〇
〇
束
な
ど
褒
美
の
品
々
や
水
田

四
町
な
ど
を
下
賜
し
ま
し
た
。『
日
本
書

紀
』
に
は
こ
の
水
田
四
町
は
子
々
孫
々
ま

で
所
有
が
認
め
ら
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
功
績
で
彼
の
一
族
は

課
役
を
免
除
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
壮

大
な
報
償
は
後
に
編
さ
ん
さ
れ
た
大
宝
律

令
で
は
最
上
位
の
「
大
功
」
に
次
ぐ
「
上

功
」
に
相
当
す
る
功
績
で
す
。

こ
の
よ
う
な
帰
還
兵
は
こ
の
後
も
続
き

ま
し
た
。
7
0
1
年
、
大
宝
律
令
が
完

成
し
唐
と
対
等
な
国
交
を
結
ぶ
た
め
使
者

と
し
て
粟
田
朝
臣
真
人
が
遣
唐
使
と
し
て

渡
航
し
ま
す
（
7
0
1
年
は
台
風
の
た
め

引
き
返
し
7
0
2
年
に
渡
航
）。
そ
の
使

節
団
が
帰
朝
す
る
7
0
7
年
は
既
に
戦

役
か
ら
40
数
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
讃

岐
国
那
珂
郡
（
香
川
県
丸
亀
市
域
）
出
身

の
錦に

し
き
ご
り部

刀と

良ら

、
陸
奥
国
信
田
郡
（
現
在
の

宮
城
県
大
崎
市
一
帯
）の
壬み

ぶ
の生

五い

お

た

り

百
足
、

筑
後
国
山
門
郡
（
福
岡
県
柳
川
市
付
近
）

許こ

せ

べ

の

勢
部
形か

た
み見

ら
が
、
遣
唐
使
と
共
に
帰

国
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
捕
虜
と
な
っ
た
後

に
官か

ん

戸こ

（
官
有
の
奴
隷
）
と
し
て
唐
本
国

に
連
行
さ
れ
て
お
り
、
真
人
ら
に
見
い
だ

さ
れ
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
が
、

兵
の
多
く
は
二
度
と
故
郷
の
土
を
踏
め
ず

異
郷
の
土
と
な
り
ま
し
た
。
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最
も
有
名
な
避
暑
地
と
い
わ
れ

る「
軽
井
沢
」は
、
群
馬
県
と
長
野

県
の
境
に
急
勾
配
の
碓
氷（
う
す

い
）
峠
が
あ
り
、
移
動
が
困
難
で

し
た
。
そ
こ
で
、
明
治
26（
１
８

９
３
）
年
に
ア
プ
ト
式
と
い
う
線

路
の
間
の
歯
形
の
レ
ー
ル（
ラ
ッ
ク

レ
ー
ル
）
と
歯
車
を
か
み
合
わ
せ

て
急
勾
配
を
上
り
下
り
す
る
方
式

で
、
鉄
道
を
開
通
し
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
り
、
上
野
駅
か
ら
乗
り
換

え
な
し
で
軽
井
沢
に
向
か
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
避
暑
地

と
し
て
大
き
く
発
展
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
北
陸
新
幹
線
に
よ
っ
て
、

都
心
か
ら
１
時
間
程
度
で
向
か
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
冬
の
リ
ゾ
ー
ト
か

ら
始
ま
り
、
夏
の
避
暑
地
の
開
発

に
進
ん
だ
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
例
で
あ
る
長
野
県
の「
志
賀

高
原
」
は
、
長
野
電
鉄
の
創
設
者

が
命
名
し
、
ス
キ
ー
場
か
ら
開
発

が
進
み
ま
し
た
。
鉄
道
を
終
点
ま

で
乗
り
、
終
点
か
ら
避
暑
地
に
ア

ク
セ
ス
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
人

を
避
暑
地
に
送
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
鉄
道

の
利
用
者
数
も
長
距
離
で
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
観
光

地
開
発
と
鉄
道
営
業
を
一
体
化
し

て
、「
総
合
リ
ゾ
ー
ト
化
」が
実
現

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
で
一
番
高
い
所
を

走
る
小
海
線
も
避
暑
地
を
走
る
鉄

道
で
あ
り
、
人
気
の
目
的
地
は「
清

里
」
や「
野
辺
山
」
で
す
。
40
年
ほ

ど
前
は
、
大
ブ
ー
ム
に
も
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
避
暑
地
に
高
原
が

多
い
の
は
、
高
度
が
上
が
る
に
つ

れ
て
大
気
の
気
温
が
下
が
る
た
め

で
す
。
乾
燥
し
た
空
気
の
場
合
は
、

１
０
０
０
ｍ
当
た
り
9.8
度
下
が
り

ま
す
。
実
際
の
気
温
は
、
避
暑
地

の
地
面
が
熱
せ
ら
れ
る
た
め
そ
こ

ま
で
低
く
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
毎

年
ど
こ
か
で
40
度
を
超
え
る
中
、

30
度
以
上
に
な
る
こ
と
は
ま
れ
で

す
。
避
暑
地
に
は
、
冷
房
と
は
違
っ

た
〝
自
然
の
涼
〟
が
あ
り
ま
す
。

　

鉄
道
が
つ
な
い
だ
日
本
の
避
暑

地
。
単
な
る
移
動
手
段
で
は
な
く
、

涼
し
げ
な
目
的
地
を
想
像
し
、
景

色
も
楽
し
み
な
が
ら
乗
る
時
間
そ

の
も
の
が
避
暑
へ
の
旅
に
な
り
ま

す
。
暑
さ
に
疲
れ
た
ら
、
レ
ー
ル

の
先
の
避
暑
地
へ
と
出
掛
け
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

第29回

「
避
暑
地
と
鉄
道
」

気
象
予
報
士
兼
税
理
士
　
藤
富
　
郷

第29回
百済の館（宮崎県美郷町、写真提供：宮崎県観光協会）。百済最後の王都・「扶餘（プヨ）」
の王宮跡に建つ（元）大韓民国の国立博物館「客舎」をモデルに建造された

帰還兵、故郷へ
下野市立しもつけ風土記の丘資料館  山口  耕一

藤富　郷／ふじとみ・ごう

　気象予報士、税理士。埼玉県三郷市生まれ。早稲田大学大学院理工学研究科修了。大学院在学中に気象予報士に登録。日本テレ
ビ「スッキリ」で気象キャスター。さらに、出演しながら税理士試験に合格し、２０１６年に開業。21 年に越谷税務署長表彰受賞。趣味の
鉄道では、鉄道イベント出演や時刻表、鉄道模型雑誌にコラムを寄稿。プログラミングやダムにも造詣が深く、“複業”として得意を組み合
わせて幅広く活躍中。地元の「三郷市ＰＲ大使」を務めるなど、地域とも関わりも深めている。

①８ヘクタール ②16ヘクタール ③24ヘクタール ④32ヘクタール

〈今月号の答え〉 ③ 24ヘクタール
〈解説〉  若山農場は、24ヘクタール（東京ドーム約4.5個分）の広大な土地に、百年以上にわたって自然循環型農法で竹林を守り続けています。

Ｑ. 宇都宮北部に位置する若山農場の広さは、どのくらいでしょうか。

あなたも挑戦！「宮のもの知りクイズ」



愛媛県

松山市
Matsuyama

宇都宮市
Utsunomiya

面 積 429.35k㎡

北緯33度50分　東経132度46分

総人口 495,581人
人口密度 1,154人/k㎡

市　長　野志　克仁

面 積 416.85k㎡

北緯36度33分　東経139度52分
（2025年7月1日現在）

（2025年7月1日現在）

総人口 511,147人
人口密度 1,226人/k㎡

市　長　佐藤　栄一
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四
国
地
方
で
最
大
の
都
市

　

四
国
最
大
の
都
市
で
あ
る
松
山
市
は
、
愛
媛
県

の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
松
山
平
野
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
北
西
部
の
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
中
島
か
ら
、

高
縄
山
系
の
す
そ
野
の
平
野
を
経
て
、
重
信
川
と

石
手
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
松
山
平
野
へ
と
広

が
る
変
化
に
富
ん
だ
景
観
が
特
徴
で
す
。

　

気
候
は
温
暖
な
瀬
戸
内
海
気
候
で
、
年
平
均

気
温
は
16
・
８
度
。
年
間
降
水
量
は
約
１
３
０
０

ミ
リ
、
６
月
に
多
く
12
月
に
少
な
い
夏
雨
型
で
す
。

降
水
量
は
全
体
的
に
少
な
め
で
、
積
雪
も
少
な
い

気
候
で
す
。
四
国
の
中
で
も
太
平
洋
側
の
高
知
県

や
徳
島
県
と
比
較
し
て
台
風
の
通
過
も
少
な
く
、

穏
や
か
な
気
候
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

城
下
町
か
ら
県
都
へ

　
「
松
山
」
と
い
う
名
は
、
１
６
０
３
年
に
伊
予

松
山
藩
初
代
藩
主
の
加
藤
嘉
明
が
築
い
た
城
地
に

ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
と
さ
れ
ま
す
。
由
来
に

は
諸
説
が
あ
り
、
城
の
あ
る
山
に
多
く
の
松
の
木

が
植
え
ら
れ
て
い
た
た
め
と
す
る
説
や
、
松
山
を

治
め
て
い
た
松
平
家
の
「
松
」
の
字
を
取
っ
て
付

け
ら
れ
た
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。

　

１
８
７
３
年
に
愛
媛
県
が
誕
生
す
る
と
、
松
山

市
に
県
庁
が
設
置
さ
れ
、
県
都
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
１
８
８
９
年
12
月
15
日
の
市
制
施
行
以

来
、
松
山
市
は
政
治
・
経
済
の
中
心
都
市
と
し
て

発
展
を
遂
げ
て
い
き
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
末
期
に
は
、
市
街
地

は
ア
メ
リ
カ
軍
の
空
襲
で
焼
け
野
原
と
な
り
ま
し

た
。
戦
後
、
い
ち
早
く
復
興
に
取
り
か
か
り
、
一

番
町
か
ら
三
番
町
は
ビ
ジ
ネ
ス
街
と
し
て
、
大
街

道
、
湊
町
は
商
店
街
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
８
０
年
に
人
口
40
万
人
を
超
え
、
２
０
０
０

年
４
月
に
中
核
市
へ
と
移
行
。
２
０
０
５
年
１
月
、

北
条
市
・
中
島
町
と
合
併
し
、
四
国
で
初
め
て

50
万
人
都
市
と
な
り
ま
し
た
。

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
が
中
心

　

四
国
最
大
の
経
済
規
模
を
誇
る
同
市
の
産

業
構
造
を
、
事
業
所
数
と
従
業
者
数
の
構
成

比
で
み
る
と
、
事
業
所
数
は
第
三
次
産
業
が

１
万
８
１
１
５
事
業
所
で
、
全
体
の
86
・
３
％
を

占
め
て
お
り
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
を
主
要
産
業

と
す
る
都
市
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　

内
訳
を
み
る
と
、「
卸
売
業
、
小

売
業
」
が
事
業
所
数
と
従
業
者
数

と
も
に
全
体
の
20
％
以
上
を
占
め
、

事
業
所
数
は
「
宿
泊
業
、・飲
食
サ
ー

ビ
ス
業
」、
従
業
者
数
で
は
「
医
療
、

福
祉
」
が
そ
れ
ぞ
れ
高
い
割
合
を

占
め
て
い
ま
す
（
松
山
市
・［
一
財
］

地
方
自
治
研
究
機
構
「
松
山
市
の

中
小
企
業
の
振
興
に
向
け
た
調
査

研
究
」
２
０
２
５
年
）。

　

こ
れ
ら
の
数
値
の
背
景
に
は
、
同

市
が
災
害
リ
ス
ク
の
低
さ
や
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ス
ト
の
低
さ
が
評
価
さ
れ
、
結

果
と
し
て
企
業
立
地
に
適
し
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

柑
橘
類
（
特
に
み
か
ん
）
の
産
地
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
化

学
繊
維
な
ど
の
製
造
業
も
、
重
要

な
産
業
と
な
って
い
ま
す
。

歴
史
と
文
学
、
豊
か
な
自
然

　

同
市
の
観
光
資
源
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
て

い
る
の
は
、
日
本
最
古
の
温
泉
と
し
て
知
ら
れ
る

「
道
後
温
泉
」
と
、
現
存
12
天
守
の
一つ
で
あ
る

平
山
城
の
「
松
山
城
」
で
す
。
ま
た
、
正
岡
子

規
や
夏
目
漱
石
、
高
浜
虚
子
な
ど
、
明
治
時
代

に
活
躍
し
た
文
人
ゆ
か
り
の
地
で
も
あ
り
、
子
規

記
念
博
物
館
や
坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
の

施
設
が
あ
り
ま
す
。

　

自
然
景
観
で
は
、
高
縄
山
や
石
鎚
山
な
ど
の
山

岳
地
帯
と
瀬
戸
内
海
の
忽
那
諸
島
な
ど
、
多
彩

な
景
観
が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
四
国
遍
路
発

祥
の
地
と
し
て
多
く
の
寺
が
あ
る
ほ
か
、
街
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
カ
ラ
ク
リ
時
計
」
や
、

四
国
唯
一
の
地
下
街
で
あ
る
「
ま
つ
ち
か
」
な
ど

も
あ
り
、
同
市
な
ら
で
は
の
街
な
か
を
散
策
で
き

ま
す
。
五
色
そ
う
め
ん
や
鯛
め
し
な
ど
の
食
文
化

も
大
き
な
魅
力
で
す
。

　

宇
都
宮
市
で
は
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
地
域
活
性
化
に
役

立
っ
て
い
ま
す
が
、
松
山
市
で
も
路
面
電
車
が
観

光
客
の
移
動
手
段
と
し
て
、
ま
た
、
市
民
生
活
の

足
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

歴
史
は
古
く
、
１
８
８
８（
明
治
20
）
年
に
運
行

を
開
始
。「
市
内
電
車
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
松
山
市
駅
を
起
終
点
に
、
道
後
温
泉

や
松
山
城
な
ど
市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
って
い

ま
す
。
レ
ト
ロ
感
いっ
ぱ
い
の
車
両
も
走
り
、
鉄
道

フ
ァ
ン
に
も
人
気
で
す
。

「
お
も
て
な
し
」で
お
出
迎
え

　

２
０
１
３
年
３
月
に
は
、
松
山
市
と
松
山
商
工

会
議
所
、
瀬
戸
内
・
松
山
構
想
推
進
会
議
が
連

携
し
て
、「
お
も
て
な
し
日
本
一
の
ま
ち
」
宣

言
を
行
い
ま
し
た
。
２
０
１
４
年
が
瀬
戸
内
海

国
立
公
園
指
定
80
周
年
、
道
後
温
泉
本
館
建

設
１
２
０
周
年
、
四
国
八
十
八
カ
所
霊
場
開
創

１
２
０
０
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
た
も
の

で
す
。

　
「
お
」
＝
温
泉
・
お
城
・
お
遍
路
、「
も
」
＝

物
語
（
テ
ー
マ
）、「
て
」
＝
手
作
り
、「
な
」

＝
な
も
し（
方
言
）と
笑
顔
、「
し
」
＝
し
き
（
子

規
・
四
季
）・
漱
石
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
掲
げ
、
市

内
の
お
店
や
施
設
で
は
、
多
種
多
様
な
「
お
も

て
な
し
」
を
用
意
し
て
、
訪
れ
る
人
た
ち
を
お

迎
え
し
て
い
ま
す
。

瑞々しい紅まどんな　（写真提供）松山商工会議所

松山城　（写真提供）（公財）松山観光コンベンション協会

市
内
を
走
る
坊
ち
ゃ
ん
列
車
　（
写
真
提
供
）（
公
財
）松
山
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

　国内には宇都宮市をはじめ50万人規模の都市がいくつかあり
ます。今回から３回シリーズで愛媛県松山市、兵庫県姫路市、鹿児
島県鹿児島市を紹介。各都市の特色を知ることで、宇都宮市の将
来を考えるヒントが見つかるかもしれません。

四国地方で最大の都市

  特集3  50万人都市 ①

 50万人都市松山市
「おもてなし」日本一
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「
優
良
商
工
会
議
所
視
察
」
は
、
毎
年
１
回
、

開
催
地
を
変
え
て
実
施
し
ま
す
。
内
容
は
、
事

例
発
表
を
中
心
と
し
た
研
修
会
議
と
、
県
内
各

地
を
回
る
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョン
な
ど
が
行
わ
れ
、
共

済
制
度
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
の
情
報
共
有

や
、
参
加
者
同
士
の
交
流
を
広
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
開
催
は
栃
木
県
。
1
日
目
は
、
事
例

発
表
と
し
て
宇
都
宮
・
足
利
・
鹿
沼
・
佐
野
の
各

商
工
会
議
所
が
、
取
り
組
み
内
容
を
発
表
し
ま

し
た
。
事
例
発
表
の
後
に
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
つい
て
の

講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
希
望
者
が
県
内
6
カ
所
の
コ
ー
ス

に
分
か
れ
、
栃
木
県
の
魅
力
に
触
れ
る
体
験
を

満
喫
し
ま
し
た
。

各
商
工
会
議
所
の

取
り
組
み
事
例
を
発
表

　

24
日
午
後
2
時
30
分
か
ら
、
ホ
テ
ル
東
日
本
宇

都
宮
で
開
催
さ
れ
た
研
修
会
議
に
は
、
全
国
の
商

工
会
議
所
の
専
務
理
事
な
ど
約
３
０
０
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

初
め
に
ベス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
の
今
野
薫
代
表
幹

事
（
仙
台
商
工
会
議
所
専
務
理
事
）が
壇
上
に
立

ち
、
参
加
者
への
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
主
催
者
で
あ
る
栃
木
県
商
工
会
議
所

連
合
会
の
藤
井
昌
一
会
長
（
当
所
会
頭
）
が
、
ベ

ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
の
意
義
や
会
員
企
業
に
と
って

の
福
利
厚
生
事
業
と
し
て
の
果
た
す
役
割
な
ど
を

話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
の
安
渕
聖
司
代

表
取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
あ
い
さ
つ
を
、
池
西

桂
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
常
務
執
行
役
員
兼
チ
ー
フ

デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
シ
ョン
オ
フ
ィ
サ
ー
が
ア
ク
サ
の

現
況
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
３
時
か
ら
は
共
済
制
度
推
進
事
例
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
事
例
発
表
を
行
っ
た
の
は
、
い
ず
れ
も

栃
木
県
内
の
４
商
工
会
議
所
。

◎
宇
都
宮
商
工
会
議
所

◎
足
利
商
工
会
議
所

◎
鹿
沼
商
工
会
議
所

◎
佐
野
商
工
会
議
所

　

当
所
の
事
例
発
表
は
野
原
正
祥
専
務
理
事
が

行
い
、
当
所
の
共
済
制
度
へ
の
取
り
組
み
の
優
れ

た
ポ
イ
ン
ト
や
結
果
な
ど
を
、
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
ま
し
た
。

　

商
工
会
議
所
の
発
表
が
終
わ
る
と
、
ア
ク
サ
生
命

保
険
宇
都
宮
営
業
所
の
吉
澤
幸
恵
主
任
が
、
ア
ク
サ

推
進
員
の
取
り
組
み
事
例
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
の
後
は
、「
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）

未
来
へつ
な
ぐ
レ
ー
ル
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
記
念
講

演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
市
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
令
和
５

（
２
０
２
３
）
年
に
開
業
し
た
「
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン（
Ｌ

Ｒ
Ｔ
）」
に
つい
て
、
運
営
会
社
で
あ
る
宇
都
宮
ラ

イ
ト
レ
ー
ル
㈱
の
酒
井
典
久
代
表
取
締
役
社
長
を

講
師
に
招
き
、
開
業
ま
で
の
道
の
り
や
今
後
の
展

望
な
ど
に
つい
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

懇
親
会
や
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で

相
互
親
睦

　

午
後
６
時
か
ら
は
懇
親
会
を
開
催
。
栃
木
県

商
工
会
議
所
連
合
会
の
野
原
専
務
理
事
（
当
所

専
務
理
事
）
に
よ
る
あ
い
さ
つ
の
後
、
足
利
商
工

会
議
所
の
相
馬
稔
会
頭
の
発
声
で
乾
杯
。
そ
の
後

は
出
席
者
同
士
が
和
や
か
に
歓
談
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
餃
子
や
地
酒
の
ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、

参
加
者
は
栃
木
県
の
豊
か
な
味
わ
い
を
満
喫
し
ま

し
た
。

　

翌
日
（
25
日
）
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
推

進
会
議
や
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョン
を
実
施
。
宇
都
宮
を

は
じ
め
、
奥
日
光
、
益
子
、
那
須
高
原
、
足
利

並
び
に
ゴ
ル
フ
の
6
コ
ー
ス
に
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
て

参
加
し
、
栃
木
県
の
魅
力
を
十
分
に
体
感
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
県
連
視
察
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
交
流
を

糧
に
、
会
員
事
業
所
の
福
利
厚
生
の
た
め
に
も
、

商
工
会
議
所
共
済
制
度
の
さ
ら
な
る
普
及
・
推
進

に
励
ん
で
参
り
ま
す
。

特集4 ベストウイズクラブ栃木県連視察

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ

第
40
回
優
良
商
工
会
議
所

「
栃
木
県
連
視
察
」を
開
催

　

全
国
の
商
工
会
議
所
が
参
加
す
る
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ（
事
務
局 

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
）の

「
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
第
40
回
優
良
商
工
会
議
所
栃
木
県
連
視
察
」が
、７
月
24
日（
木
）、25
日

（
金
）の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
、ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都
宮
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
様
子
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

栃
木
県
内
商
工
会
議
所
の
取
り
組
み
事
例
を
発
表

ホテル東日本宇都宮で開催した「ベストウイズクラブ第40回優良商工会議所栃木県連視察」

主催者あいさつをする栃木県商工会議所連合会の
藤井昌一会長（当所会頭）

アクサ生命保険㈱の安渕聖司社長兼ＣＥＯ 開会あいさつに立ったベストウイズクラブの
今野薫代表幹事（仙台商工会議所専務理事）

現況報告をする池西桂アクサ生命保険㈱常務執行役員兼
チーフディストリビューションオフィサー

共済制度推進事例発表を行う野原正祥当所専務理事

記念講演会でＬＲＴの紹介をする
酒井典久宇都宮ライトレール㈱代表取締役社長

懇親会では餃子や地酒など地元グルメを提供しました

　
「
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
」（
事
務
局

　

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
）
は
平
成
８
年

（
１
９
９
６
）
に
、
商
工
会
議
所
と
ア
ク

サ
生
命
保
険
㈱
（
当
時
は
「
日
本
団
体

生
命
」）
が
、ベス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

共
済
制
度
の
よ
り
一
層
の
普
及
・
推
進
を

図
る
た
め
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
全
国
の
商
工
会
議
所
の
97
％

を
超
え
る
５
０
０
商
工
会
議
所
が
会
員
と

し
て
参
加
し
て
い
る
、
大
き
な
組
織
に
発

展
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
事
業
所
の
皆
さ
ま
に
、
総
合
保

険
や
年
払
保
険
な
ど
の
共
済
制
度
の
Ｐ
Ｒ

と
、
加
入
促
進
を
め
ざ
し
た
キ
ャ
ンペ
ー
ン

を
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今
年
度
も
４

〜
６
月
に
実
施
、
確
か
な
成
果
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
に
つい
て

特集4  ベストウイズクラブ栃木県連視察



　　UTSUNOMIYA

キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

8月
　　 MITOMAEBASHI

うるま市
Okinawa

友 好 都 市

August
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　今回の取材を通して、宇都宮にもインバウ
ンドの風が確実に吹いていることを実感しま
した。餃子や大谷石、カクテル、ジャズといっ
た“宇都宮らしさ”はもちろんのこと、私たち
の何気ない生活の様子さえも海外の方には新鮮で魅力的に
映っているというのが驚きでした。
　自然や城跡、伝統工芸や特産物を通じて、東京や大阪とは
また違う、宇都宮ならではの奥深さや面白さを、もっと多く
の海外の方に体感してもらえたらうれしいです。 （担当：光菅）

心に潤いを
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飛
山
城
史
跡
公
園
は
、
13
世
紀
に

築
か
れ
た
中
世
の
平
山
城「
飛
山
城
」

の
跡
地
を
整
備
し
た
史
跡
公
園
で
す
。

再
現
さ
れ
た
土
塁
や
空
堀
な
ど
戦
国

時
代
の
城
郭
散
策
を
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、
豊
か
な
自
然
も
特
徴
で
、
い

ろ
い
ろ
な
野
鳥
や
草
花
を
1
年
中
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

隣
接
す
る「
と
び
や
ま
歴
史
体
験

館
」で
は
、
出
土
品
や
模
型
、
映
像
で

飛
山
城
の
歴
史
を
わ
か
り
や
す
く
紹

介
し
て
い
る
ほ
か
、
戦
国
時
代
の
衣
装

の
着
用
や
勾
玉
・
土
器
な
ど
の
作
成

が
体
験
で
き
る
た
め
、
歴
史
好
き
の

方
や
親
子
連
れ
に
も
ぴ
っ
た
り
で
す
。

【
入
園
・
入
館
料
】 

無
料

【
場
所
】  

〒
３
２
１
-３
２
３
６

宇
都
宮
市
竹
下
町
３
８
０
-１

【
開
園
・
開
館
時
間
】

◎
飛
山
城
史
跡
公
園

４
～
10
月
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時

11
～
３
月
／
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

◎
と
び
や
ま
歴
史
体
験
館

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
入
園
・
入
館
は
閉
園
・
閉
館
時
間
の

30
分
前
ま
で
）

【
休
園
・
休
館
日
】

月
曜
日（
祝
日
・
休
日
を
除
く
）、
祝
日
・

休
日
の
翌
日（
土
日
を
除
く
）

● 

津つ

堅け
ん

に
ん
じ
ん

　

津
堅
島
は「
キ
ャ
ロ
ッ
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
」と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
ニ
ン
ジ
ン
の
生
産
で
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
島
で
は
、
島
の
土
壌

の
約
60
％
が
ニ
ン
ジ
ン
畑
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
中
心
に

位
置
す
る
の
が「
津
堅
に
ん

じ
ん
」で
す
。
津
堅
に
ん
じ

ん
は
、
１
月
か
ら
５
月
に
収

穫
さ
れ
、
そ
の
甘
さ
と
栄
養

価
の
高
さ
が
際
立
っ
て
い
ま

す
。

　

沖
縄
県
内
で
特
に
人
気
の

高
い
こ
の
に
ん
じ
ん
は
一
般

市
場
に
は
あ
ま
り
出
回
ら
な

い
た
め
、
地
元
で
し
か
味
わ

え
な
い
貴
重
な
逸
品
と
な
っ

て
い
ま
す
。

飛山城史跡公園・
とびやま歴史体験館

ナンプレに挑戦して図書カードをGETしよう！

〒320--0806 
栃木県宇都宮市中央 3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係

先月号の答え : 17

●応募方法
以下の解答フォームを読み取り、メールフォームから解答してくださ
い。ハガキの場合は、住所、氏名明記の上、宇都宮商工会議所「天
地人」担当（下記）までお寄せください。正解者の中から5名様に
500円分の図書カードをさし上げます。締め切り8月31日到着
分まで。
※当選発表は、発送をもってかえさせていただきます。
※個人情報保護法に基づき、いただいた情報は上記目的以外には使用
しません。

解答フォーム

※最新情報は、主催者にお問い合わせください。

企画展『日比野克彦 ひとり橋の上に立ってから、
だれかと舟で繰り出すまで』

問合せ／	うるま市役所 商工振興課
	 (うるま市みどり町１-１-１ 西棟１階）  
	 ☎098-923-7634

問合せ／	とびやま歴史体験館  
	 ☎028-667-9400
	 宇都宮市 文化都市推進課 
	 文化財保存活用グループ  
	 ☎028-632-2764

　

80
年
代
に
ダ
ン

ボ
ー
ル
作
品
で
注
目

を
集
め
、
２
０
０
０

年
代
以
降
は
地
域
の

人
々
と
協
働
す
る

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
中
心
に
作
家
活

動
を
行
っ
て
い
る
、

日
比
野
克
彦
氏
。
こ

の
企
画
展
で
は
、
彼

の
多
岐
に
わ
た
る
活

動
を
、
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
交
え
な
が
ら
紹
介

し
て
い
ま
す
。

沖縄県内で特に人気の高い「津堅にんじん」

企画展『日比野克彦 ひとり橋の上に立ってから、だれかと舟で繰り出すまで』

●ルール
空いたマスに 1 から 9 までの数字を埋めて完成させま
しょう。
◎タテ・ヨコ各 9 列と太線で囲んだブロック（3×3 

の 9 マス）の中に同じ数字は使えません。
◎最後に、二重枠に入る二つの数字の合計をお答えく

ださい。

ナンプレで数字に強くなろう！
集中力を判断力を鍛えるビジネス脳トレ

企画展「親愛なる友 フィンセント  動くゴッホ展－デジタルアートは実物
を超えるのか Moving Vincent van Gogh: Digital Fine Art Exhibition」
9月7日(日)まで
　37歳で閉じた不遇の生涯で､ 約2000点もの作品を残した孤高の画家。後に近代美術の
父と呼ばれた短くも色濃いゴッホの数奇な画家人生を垣間見ながら、先進のデジタル技術に
よって命を吹き込まれた作品群を体感。権利クリアに5年の歳月をかけ、世界中から蒐集した
約860点の作品が、満を持して一堂に会す〈新ゴッホ芸術空間〉です。監修:井坂健一郎(山梨
大学大学院教授)専門｢アートとテクノロジーの融合による芸術環境の創造｣（当館チラシより）
一般＝1,250円／大・高生＝600円／中学生以下無料

特別企画展「とちぎ戦後80年― いま、おやと子で知る軍隊・戦争と栃木」
8月31日（日）まで
　あの戦争から、80年――。日本、そして日本国民にとっての「戦争」が終結して、
今年でちょうど80年。戦争の時代を経験していない世代が日本の人口のほとんど
を占め、実際に経験した人々の声を直に耳にする機会は目に見えて減ってきていま
す。しかし、80年前までは確かに、「軍隊」が政治や経済にとどまらず人々のくらし
に隣り合う形で存在していました。そして人々は、「戦争」のただなかを生きてきた
のです。（後略）（当館チラシより）
一般＝500円／大・高生＝250円／中学生以下無料

企画展「new born  荒井良二展」
9月23日（火・祝）まで
　荒井良二(1956―)は、2005年に日本人として初めてアストリッド・リンドグ
レーン記念文学賞を受賞するなど、国内外で高い評価を受けるアーティストです。
彼の幅広い活動は、絵本だけでなく、絵画、音楽、舞台美術にまでおよびます。
本展では、絵画や絵本原画、イラストレーション、新作のインスタレーションや愛
蔵の小物たちを通して、荒井良二の「いま
まで」と「これから」をご紹介します。展示空
間の特徴を活かした会場構成は作家自身が
おこない、全国を旅する本展覧会は会場ご
とに新たな表情を見せます。（後略）（当館
チラシより）
一般＝1,200円／大・高生＝1,000円
中・小生＝800円

※最新情報は各施設にお問い合わせください。

栃木県立美術館　☎028-621-3566 宇都宮美術館　☎028-643-0100�

栃木県立博物館　☎028-634-1311�

宇都宮市が初めて国内の都市と
友好都市提携を結んだ
沖縄県うるま市の魅力をお伝えします。

期　間／	10月5日（日）まで
時　間／	午前10時～午後6時（入場は5時30分まで）
休館日／	月曜日（祝日の場合は翌日）
場　所／	水戸芸術館現代美術ギャラリー
入場料／	一般900円、団体（20人以上）700円
	 ※高校生以下／70歳以上、障害者手帳などをお持ちの方と
	 　付添の方１人は無料
問合せ／	水戸芸術館
	 〒310-0063 茨城県水戸市五軒町1-6-8   ☎029-227-8111
	 https://www.arttowermito.or.jp

とびやま歴史体験館
公式サイト

応募先

とびやま歴史体験館

う
る
ま
市
の

特
産
品

　

北
海
道
テ
レ
ビ
放
送
の
人
気

バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組「
水
曜
ど
う

で
し
ょ
う
」の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

が
全
国
各
地
を
行
脚
し
フ
ァ
ン

と
交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト「
水
曜

ど
う
で
し
ょ
う
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

を
、
昨
年
に
引
き
続
き「
道
の

駅
ま
え
ば
し
赤
城
」で
開
催
し

水曜どうでしょうキャラバンを
開催します！

日　時／ 9月24日（水） 午前10時～午後4時
場　所／道の駅まえばし赤城（群馬県前橋市田口町36）
駐車場／お車でお越しの場合は、臨時駐車場をご利用ください。
問合せ／前橋市観光政策課
　　　   ☎027-257-0675

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
ご
当
地

企
画
を
用
意
し
、
道
の
駅
大

賞
で
全
国
１
２
３
０
駅
の
中

「
総
合
１
位
」と
な
っ
た
人
気

施
設
で
皆
さ
ま
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
会

に
前
橋
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

前橋市の
告知ホームページ

ＨＴＢ
公式サイト

水戸芸術館
ホームページ

「水曜どうでしょうキャラバン２０２５
前橋会場」告知ポスター

水曜どうでしょうキャラバン２０２５ 前橋会場
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